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○議長 玉城 勇君 これから本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとお

りであります。 

 

開議（午前10時00分） 

 

日程第１．会議録署名議員の指名 

 

○議長 玉城 勇君 日程第１．会議録署名議員の指

名を行います。本日の会議録署名議員は、会議規則第

127条の規定によって１番 大城真孝議員、２番 新垣

善之議員を指名します。 

 

日程第２．一般質問 

 

○議長 玉城 勇君 日程第２．一般質問を行います。

それでは、通告書のとおり順次発言を許します。４番 

石垣大志議員。 

 

〔石垣大志議員 登壇〕 

 

○４番 石垣大志君 おはようございます。すみませ

ん、休憩お願いします。 

○議長 玉城 勇君 休憩します。 

休憩（午前10時01分） 

再開（午前10時02分） 

○議長 玉城 勇君 再開します。４番 石垣大志議

員。 

○４番 石垣大志君 それでは一般質問を進めさせて

いただきます。大きい１番、今後の教育政策について。

（１）ＧＩＧＡスクール構想に伴う Google for 

Education（グーグルフォーエディケーション）の活

用で職員会議や朝会、施設予約や時間割調整、各種行

事の調整など学校業務の情報共有や対面外でのコミュ

ニケーションも可能となり、結果としてペーパーレス

化や業務効率化が学校現場においても可能になると考

えるが本町の見解を伺います。（２）学校業務効率化の

目標値はあるか。（３）ＧＩＧＡスクール構想に伴い、

現場の教職員へのアプリケーション活用についての情

報提供はできているか。 

 大きい２番、行政ＤＸ（デジタルトランスフォーメー

ション）について。（１）オープンデータサイト開設及

びデータの集約蓄積を推進すべきと考えるがデータ活

用の取り組み状況を伺います。（２）与那原町はオープ

ンデータサイトを開設し、データ蓄積を始めている。

また町の魅力をデータ化し二次利用できるように観光

振興にもつなげております。オープンデータサイトの

開設は官民データの流通による効果を発揮できると考

えるが見解を伺います。（３）官民データ活用施策の推

進に向けた職員研修ができないか。（４）ホームページ

のリニューアルが必要だと考えるが見解を伺います。 

 大きい３番、複合災害対策について。（１）新型コロ

ナ感染症対策や大規模災害等、 悪の事態を想定した

防災体制づくりに取り組んでいただきたい。本町の複

合災害対策についての取り組み状況を伺います。以上、

答弁をお願いします。 

○議長 玉城 勇君 教育長。 

○教育長 新垣吉紀君 おはようございます。質問事

項１点目の（１）についてお答えいたします。ＧＩＧ

Ａスクール構想に伴い導入されたツールなどを基に、

教師・児童生徒の力が 大限引き出せるよう、今後各

学校において授業の改善や会議など業務効率化が進め

られていくと考えております。 

 （２）です。業務効率化の目標値は今のところござ

いません。 

 （３）でございます。アプリケーションについて今

月末に研修会を実施いたします。さらに今後、ＩＣＴ

支援員を活用し情報提供を行ってまいります。 

○議長 玉城 勇君 副町長。 

○副町長 国吉真章君 おはようございます。では、

質問事項２点目の行政ＤＸについて。（１）についてお

答えします。本町では、既にオープンデータの取組を

行っており、ホームページにて公表しております。ま

た、公衆Ｗｉ－Ｆｉスポット設置箇所一覧、避難所一

覧を今年度追加公開しており、今後もオープンデータ

の公開に努めてまいります。 

 （２）についてお答えします。オープンデータサイ

トの開設について、既存ホームページにてデータの公

開や蓄積を行っており、今後さらに公開されるデータ

が増え、さらにページヘの誘導方法や見やすさを工夫

することにより、官民データの流通による効果を発揮

できると考えております。今後も既存ホームページを

活用してまいります。 

 （３）についてお答えします。官民データ活用施策

の推進に向けた職員研修について、コロナ禍の影響を

考慮しながら、研修方法も含め検討してまいります。 

 （４）についてです。ホームページのりニューアル

については、調査、検討してまいります。 

 質問事項３点目、複合災害対策について。（１）につ

いてお答えします。複合災害対策として、風水害等の

発災時における感染症対策の強化を図っております。

今年度、避難所内のソーシャルディスタンス確保のた
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め間仕切りを導入し、マスクや消毒液、手袋、防護具

セット、体温計等の衛生対策消耗品も購入しておりま

す。避難所運営においても、受付時の問診や体調不良

者用の避難場所を確保する等の感染防止対策を行うと

ともに、住民、町民に向けた情報周知も引き続き取り

組んでまいります。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ４番 石垣大志議員。 

○４番 石垣大志君 ありがとうございます。それで

は順次再質問をさせていただきます。１番のＧＩＧＡ

スクール構想に伴うグーグルフォーエディケーション

の活用でございますけれども、この辺ちょっと、グー

グルフォーエディケーションについて簡単に説明いた

だけたらと思います。 

○議長 玉城 勇君 学校教育課長。 

○学校教育課長 宮良泰子さん お答えいたします。

グーグルフォーエディケーションとは、教員、児童生

徒にグーグルから提供されているサービス等の総称の

ことをグーグルフォーエディケーションと言います。

グーグルフォーエディケーションの主な内容は２点あ

りまして、グーグルクロームブック、クロームＯＳが

入っている端末のことですね。それとジースィート

フォーエディケーションそこで使う、学校で使うツー

ルですね、メールだったりとかクラスルームだったり

とか、保存先のストレージだったりとか、そういうも

のが、ツールが入ったものですね。主にその２点を総

称してグーグルフォーエディケーションというふうに

呼ばれております。 

○議長 玉城 勇君 ４番 石垣大志議員。 

○４番 石垣大志君 ありがとうございます。このグー

グルフォーエディケーションを活用することで業務効

率化、学校現場の例えば資料作成であったり、プリン

トだったりとか、こういったものが、印刷業務が削減

できると私は思っております。その辺、執行部の考え

をお聞かせ頂けたらと思います。 

○議長 玉城 勇君 学校教育課長。 

○学校教育課長 宮良泰子さん お答えいたします。

議員おっしゃるとおり、配布するプリントが減ってペー

パーレス化をすることによって、業務の効率化だった

り、あとカレンダーとかの機能もございまして、そこ

でお互いのスケジュールの管理だったり情報共有がで

きたりですね、様々な面で業務効率化が図られると考

えます。ただ、これから導入ですので、どういう機能

をどういうふうに使うかというものに関しましては、

先生方と十分に話し合って、対応してまいりたいと考

えております。 

○議長 玉城 勇君 ４番 石垣大志議員。 

○４番 石垣大志君 ありがとうございます。ただ、

ペーパーレスができるようになるというお話ではあり

ますけれども、ただやっぱり学校現場、今現在が非常

に過酷な労働環境でございまして、その中で移行して

いかなければいけないとなったときに、やはり現場の

方々からすると、このＧＩＧＡスクール構想というも

の自体が負担になってしまっているというような印象

もあります。お伺いしたいのが、共通認識として学校

現場、本当に今、過酷な労働環境だと私は思っており

ます。そこで執行部の皆様はそういう理解をしている

のか確認をしたいと思います。 

○議長 玉城 勇君 学校教育課長。 

○学校教育課長 宮良泰子さん 学校現場の先生方と

いうのは、やはり様々な対応がありますので、大変だ

という認識はございます。今回の端末導入に当たりま

しても、 初から業務効率軽減ということはできない

と考えております。やはり 初に、何でもそうですが、

導入するときにはスキルの取得だったりとか、そうい

うところには力を注がないといけないというふうに考

えています。ただし、私たちはそれに対してＩＣＴ支

援の活用だったり、様々な情報提供、ＧＩＧＡスクー

ルサポーターを配置して導入の支援とか、こちらのほ

うでも支援できることをしながら、先生方と一緒に対

応してまいりたいと考えております。 

○議長 玉城 勇君 ４番 石垣大志議員。 

○４番 石垣大志君 ありがとうございます。本当に、

今現在の労働環境の中で、やはり新しい教育制度への

変化、移行を進めていかないといけないと私は思って

おります。このＧＩＧＡスクール構想への移行がスター

とする 初の１年間が本当に重要なのかなと、重要だ

と感じております。教育委員会をはじめ、執行部にお

いては教員の方々がＧＩＧＡスクール構想によって働

き方が本当に変わったなと思えるような１年間にして

いただきたいと思っております。個人的には、このグー

グルフォーエディケーションであったり、こういった

ツールが出てきたということは本当に 大のチャンス

なのかなと思っております。この負担軽減に関してで

すね、これから教育が変わっていくのかなと思ってお

りますので、この１年間は本当に重要だと認識してい

ただいて、取り組んで頂けたらというふうに思ってお

ります。再度、このＧＩＧＡスクール構想によって負

担軽減が図られると考えているか確認をしたいと思い

ます。 

○議長 玉城 勇君 学校教育課長。 

○学校教育課長 宮良泰子さん ＧＩＧＡスクール構

想に伴って負担減がどのように図れるかということを、



－ 146 － 

今後また先生方と話し合って、効率的な活用の方法に

ついて検討してまいりたいと思います。 

○議長 玉城 勇君 ４番 石垣大志議員。 

○４番 石垣大志君 ありがとうございます。では、

今後の課題についてちょっとお話をさせていただきた

いと思いますが、今、現状、この現場の雰囲気として

はお話を伺っているとですね、このタブレットやＰＣ

を使用する雰囲気がまだできていない。各学年で足並

みをそろえて、このツールを使っていくのにはまだ時

間が必要なのかなというような心配の声であったり、

やはり負担が増えたという現状の働いている環境の中

で、ＧＩＧＡスクールに移行していくということ自体

がちょっと負担に感じてしまっている方々もいらっしゃ

るというふうにお伺いしました。この要因の一つに、

グーグルフォーエディケーションの中でも授業づくり

とか宿題とかの作成業務に関して、ひな形のような、

テンプレートのようなものがないというような話を伺

いました。以前の議会ですか、ロイロノートの話が出

てきたんですけれども、この辺をロイロノートという

ものでカバーしていくというような理解でいいのか。

それとも本当にひな形がない状態でやっていくのか、

その辺を確認したいと思います。 

○議長 玉城 勇君 学校教育課長。 

○学校教育課長 宮良泰子さん 現在ある教材につい

ては、ひな形として提供することはできると思います

が、基本的に事業でどのような教材を使うとか、どう

いうものをするというのは先生方の意見が一番ですの

で、私たちは一緒に話し合って、それを横展開するよ

うなことを今考えております。ロイロノートは授業支

援ソフトですので、そのつくられた教材とかそういう

ものを活用する場ということですね。ロイロノート自

体に授業の教材が載っていたりとか、そういうことで

はございません。ただ、デジタル教科書の活用だった

りとか様々な教材というのは、今までも電子黒板を使っ

ていますので、ありますので、そういったまずはある

ものから使って、また今後、この授業に必要な教材と

いうのは蓄積していって、全学校で共通で理解して、

また活用していくというふうなことが考えられます。

先生方の負担減ということも気にされているとは思い

ますが、やはり電子黒板が当初入ったときは負担にな

るんじゃないかというところもあったんですけれども、

今、デジタル教科書も一緒に使っていて、授業準備が

すごく楽になったとかという声もありますので、児童

生徒の端末を整備することによって、今後またそうい

うことが展開されていくというふうに考えられており

ます。 

○議長 玉城 勇君 ４番 石垣大志議員。 

○４番 石垣大志君 ありがとうございます。申し上

げたい、伝えたいことは、やはりどうにか教員の先生

方にこれを使ったほうが削減につながるんだよという

ふうな方向性を示していただいて、少しずつ楽になっ

たなと思えることを小さな成功体験というものをちょっ

とずつ積み重ねていけば、スムーズに移行できるのか

なとも思っておりますので、その辺、是非前向きに進

めていただけたらというふうに思います。 

 続いて、研修についても聞きたくて、合計５回、何

か研修があるというふうにお伺いしたんですけれども、

その中で、 初の１、２回は義務的な参加、残りの３、

４、５回は個人の自由というようなお話も伺ったんで

すけれども、この辺、南風原町はどうなっているのか

お伺いできたらと。 

○議長 玉城 勇君 学校教育課長。 

○学校教育課長 宮良泰子さん このグーグルフォー

エディケーションに関する研修会を今月末に予定して

おりまして、本町のほうでは、実際グーグル社のほう

から講師に来ていただいて、全学校の先生を対象に研

修会を行います。ただ、今回ちょっとコロナウイルス

の関係もあって、全職員ということが厳しいですので、

各学校の代表の先生を、各１校につき３名から７名程

度来ていただいて、ホールのほうで研修会をしようと

いうふうに考えております。そこからまた学校へ持ち

帰っていただいて、学校内での共有だったりとか、引

き続きこちらのほうでも機能については、ＩＣＴ支援

員を活用したりとかしてサポートをしていくというこ

とで、随時サポートをする予定をしております。 

○議長 玉城 勇君 ４番 石垣大志議員。 

○４番 石垣大志君 ありがとうございます。やっぱ

りこのＰＣだったりタブレット、得意な先生もいれば、

やはり苦手の先生もいるわけで、この辺が多分、先ほ

ど申し上げた各学年の足並みがそろうのかどうか心配

という声につながるのかなと思っておりまして、そう

なってくると、やはり研修というのをまずは知ってい

ただくことが、自分は今過酷に働いているけれども、

これを活用すれば、意外とこれは削減できると、もっ

と早く帰れるなとかですね、そういった気づきにつな

がると思いますので、この研修に、いかに参加してい

ただくか、もちろん忙しい中で参加しないといけない

というのは厳しい部分もあるとは思うんですけれども、

やはりいかに、研修に行っていただくか、そういった

環境をつくっていけるかがとても後から生きてくるの

かなというふうに思っておりますので、その辺、取組

に組み込んでいただけたらというふうに思います。 
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 先ほど出ましたＩＣＴ支援員だったりＧＩＧＡスクー

ルサポーターに関してですけれども、先生達もツール

を十分に活用できたら便利になるというのは分かって

いると思います。分かっているんですけれども、この

タブレットで作成する授業づくりとか宿題等の作成業

務が、これまでよりも負担増に感じてしまうと、やっ

ぱりこの部分が解消できなければ、それよりも今目の

前にある仕事、こっちを優先してしまうと思うんです

ね。なので、どうしてもタブレット活用の優先順位と

いうのが低くなってしまうという懸念をしております。

なのでＩＣＴ支援員だったりＧＩＧＡスクールサポー

ター、授業をしていて困ったときにいない状況であえ

ば、ちょっとＧＩＧＡスクールサポーターだったりＩ

ＣＴ支援員がもっと必要なんじゃないかなと思ってお

りまして、この辺、常勤といいますか、ＩＣＴ支援員、

ＧＩＧＡスクールサポーターがいつでもいる。先生が

授業したときに、これはどうしたほうがいいのかなと

いったときに、その隣にいるとか。そういった環境整

備が必要じゃないかと思いますけれども、このＩＣＴ

支援員、ＧＩＧＡスクールサポーターの増員だったり

とか常勤勤務だったりとか、そういった考えはあるか

お伺いしたいと思います。 

○議長 玉城 勇君 学校教育課長。 

○学校教育課長 宮良泰子さん 現時点でのＩＣＴ支

援員を各学校に一人ずつ常勤させるというような計画

はございません。ただ、それを対応するために、今、

ＩＣＴ支援員のほうではマニュアルづくりだったりと

か支援員がいない日でもきちんと先生方が対応できる

ようにマニュアルをつくって、事前に使い方をお知ら

せしたりとか、そのような対応をしてございます。 

○議長 玉城 勇君 ４番 石垣大志議員。 

○４番 石垣大志君 ありがとうございます。申し上

げたいことは、ＧＩＧＡスクールによる教員の負担軽

減、ポイントは教員の方々に少しでもできること、改

善できることを示していくことだというふうに思って

おります。例えば学校業務の印刷物の削減、給食の献

立表、学年だより、保護者だより、学級だより、授業

のプリント、職員会議資料、週報、年間行事表、行事

のお知らせであったり運動会の印刷物、本当に膨大な

印刷業務がある中でこれが削減できれば、削減するこ

とによって教材研究の時間に充てたりとかそういった

こともできると思いますので、そういったことを示し

ていっていただきたいと思いますが、その辺、答弁い

ただけたらと。 

○議長 玉城 勇君 教育部長。 

○教育部長 金城郡浩君 議員のご指摘の部分ですけ

れども、まず今回、ＧＩＧＡスクール構想でいろんな

ツール、それから機械が整備されました。それ以前に

もそういった部分について、かなりの教育としての投

資をしているわけですけれども、ここで 大のポイン

トというのは情報の共有ができるということでござい

ます。先生方は個々に授業の計画、それから生徒の指

導等をやっているんですけれども、その個々が持って

いる情報とかスキルを共有していくと。今回、ＧＩＧ

Ａスクール構想で導入された機器等によって、それが

非常にスムーズにできるようになったということでご

ざいます。これまで１人で思い悩んでいたところを共

有していろんなものを解決していくための道具が手に

入ったと。教育委員会としてはその辺にさらにサポー

トをつけて、それを円滑に動かすような形をしていこ

うと。新しい制度で覚えないといけないこととか、身

につけないといけないことというのが多々ございます

が、始まりとしては、その辺の情報を共有することで、

いろんなものを効率的にこなすと。先ほどおっしゃっ

ていましたスケジュールであるとか父母への伝達物で

あるとか、その辺も同様に、その機械を使ってできる

ものについてはどんどん見つけ次第共有していくと。

この部分については、教育委員会自身が先生達に投げ

かける以前に、先生たちの現場、それから先生たち自

身が、その辺に気づいていただけるようにということ

で、こちらのほうもいろいろサポートをしていきたい

というふうに考えています。よろしくお願いします。 

○議長 玉城 勇君 ４番 石垣大志議員。 

○４番 石垣大志君 ありがとうございます。ただ、

私も同じ認識でいるんですけれども、これが生きない

可能性もあると思うんですね。例えばやはりみんなが

みんな使えるわけではないので、現場の空気感といい

ますか、そういった部分も多分出てくるのかなと思っ

ておりますので、やはり是非ともこのグーグルフォー

エディケーションの活用であったり、ＧＩＧＡスクー

ル構想を是非職員の負担軽減にも生かしていただきた

いという思いで今回質問させていただいておりますの

で、その辺、教育委員会の皆様にも考えていただきた

いというふうに思います。よろしくお願いします。次

に移ります。 

 次、行政ＤＸについて行きたいと思います。ちょっ

と、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）につ

いて説明いただけたらと思います。 

○議長 玉城 勇君 企画財政課長。 

○企画財政課長 与那嶺秀勝君 お答えいたします。

国のほうで自治体デジタルトランスフォーメーション

推進計画を策定しまして、自治体のデジタルトランス
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フォーメーションの推進をということになります。自

治体で行う推進なんですが、内容としましては、自治

体が担う行政サービスについて、デジタル技術やデー

タを活用して、住民の利便性を向上させることととも

に、デジタル技術やＡＩ等の活用により業務効率化を

図り、人的資源を行政サービスのさらなる向上につな

げることを目的に推進することとしております。以上

です。 

○議長 玉城 勇君 ４番 石垣大志議員。 

○４番 石垣大志君 ありがとうございます。このデー

タ活用の取組の部分でお伺いしたいのが、このオープ

ンデータに取り組んでいると思うんですけれども、そ

の中で、役所のデータがいっぱいあると思います。そ

の公開できるデータと公開できないデータがあると思

いますけれども、その真ん中に庁内限定で使えるんじゃ

ないかというようなデータもあると思うんですね。な

ので公開できるデータか、公開できない。この２極で

はなくて、庁内全体で活用できるデータ活用というの

もデータの洗い出しではないですけれども、そういっ

た取組も今後必要になると思いますけれども、その辺

ちょっとお伺いできたらと思います。 

○議長 玉城 勇君 企画財政課長。 

○企画財政課長 与那嶺秀勝君 お答えします。現在、

把握している範囲で各課の情報をＧＩＳ（地理情報シ

ステム）に取り込み、各課の業務に役立てております。

以上です。 

○議長 玉城 勇君 ４番 石垣大志議員。 

○４番 石垣大志君 ありがとうございます。今、Ｇ

ＩＳの話が出てきたのですね、ちょっとそもそもこの

質問に当たって、私自身危機感がありまして、先ほど

質問させていただきましたＧＩＧＡスクール構想が小

学生から中学生までデジタル教育が今から始まってい

くと。その中で、今度高校生が2020年にＧＩＳ（地理

情報システム）が必修化されると。そういったデジタ

ル教育といいますか、そういったものが高校生だった

り小学生が学んでいくと。10年後、20年後を考えると

そういった子たちが入ってくるわけですね、役所の中

であってもですね、入ってくる中で、やはり役所全体

のＤＸの考え方、理解というものが準備できていなけ

れば、こういった人材がやっぱりどうしても生きなく

なってしまうと思うんですね。なので、これから入っ

てくる人材の方々に向けても今の段階から、このＤＸ

について全庁的に取り組んでいくべきだと思いますけ

れども、その辺伺えたらと思います。 

○議長 玉城 勇君 企画財政課長。 

○企画財政課長 与那嶺秀勝君 お答えします。議員

おっしゃるとおり、今後も庁内各課においてこういっ

たオープンデータの公開に向けて研修等も含めて推進

していきたいと考えております。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ４番 石垣大志議員。 

○４番 石垣大志君 ありがとうございます。やはり

オープンデータの推進もそうですし、役所全体のデー

タ活用もそうですし、ＥＢＰＭ、証拠に基づいた政策

立案というものもセットですね、考えていかないとい

けないと思います。一つ提案なんですけれども、今後、

官民データ活用基本法に沿った取組が求められてくる

と考えます。オンライン会議やペーパーレスの推進だっ

たりとか事務作業の効率化のためのＲＰＡの対象業務

の拡大であったりとか。行政運営の業務効率化を追及

していただいて、ＡＩ活用を含め、住民サービスの向

上につなげていただきたいと思っております。南風原

町の行財政改革というのがありますよね。こういった

ものもデータ活用基本法と自治体ＤＸ計画も、総合的

に考えた南風原町のＤＸ推進計画というようなものを

考えるべきだと思いますけれども、いかがお考えか伺

えたらと思います。 

○議長 玉城 勇君 企画財政課長。 

○企画財政課長 与那嶺秀勝君 現在も予算編成や

様々な計画の策定に当たっては、データ分析による根

拠に基づいた政策の立案を行っております。今後、議

員おっしゃるような提案内容につきましては、調査、

研究等をしながら計画が必要かどうかも含めて検討し

てまいります。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ４番 石垣大志議員。 

○４番 石垣大志君 ありがとうございます。次の災

害対策のほうにも絡んでくるんですけれども、今回の

委員会でも議論の中であったと思いますけれども、地

域防災計画の要配慮者を明記しないといけないみたい

な話があったと思いますけれども、こういった部分も、

例えばデータ活用の一貫としてハザードマップと要配

慮者の位置情報ですね、そういったものを重ねて可視

化することでまた見えてくるものが変わってくると思

います。そういったことをいろんな部署でやっていけ

ばとっても変わっていくのかなと思いますので、この

辺の活用方法、やはり各課をまたいだ連携というのが

必要になってくると思いますけれども、この辺は、南

風原町は今現在どういった環境なのか、できる状況に

あるのか。まだちょっと検討が必要なのか教えていた

だけたらと思います。 

○議長 玉城 勇君 企画財政課長。 

○企画財政課長 与那嶺秀勝君 お答えします。議員

提案の官民データの活用と、あと庁内のデータの取り
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込み活用等については、今後、職員等研修も含めて周

知しながらこういった災害等を含めても、資料、そう

いったデータも含めて活用について、庁内職員の研修

を含めて推進していきたいと考えております。以上で

す。 

○議長 玉城 勇君 ４番 石垣大志議員。 

○４番 石垣大志君 ありがとうございます。今ちょっ

と研修の話が出てきたので、このＤＸ関連の研修に関

しても、人事研修というのがあるとお伺いしました。

これに是非組み込んでいただくと、庁内全体の理解が

深まっていくのかなと思っております。こういった人

事研修への組み込みというのは可能なのかお伺いでき

たらと思います。 

○議長 玉城 勇君 総務部長。 

○総務部長 宮平 暢君 今、デジタルトランスフォー

メーションについては、国が昨年12月に取りまとめた

推進計画がありますので、それに基づいて本町も取り

組んでいきたいと思います。ただ、人事評価の研修は

また別の観点がありますので、それはそれで別で取り

組んでいきたいと考えております。 

○議長 玉城 勇君 ４番 石垣大志議員。 

○４番 石垣大志君 是非、このＤＸ計画もそうです

けれども、心配なのは、どこの課は推進をすごくして

いるけれども、ここの課は全然理解がないとかですね、

そういった環境になるのをちょっと危惧しておりまし

て、やはり全体で理解を深めて、全体で上がっていく

というような認識をしているといいますか、そこら辺

をお願いしたいと思う中で人事研修に組み込んだから

どうなのかという話でありますけれども、その辺は大

丈夫という理解でいいですか。 

○議長 玉城 勇君 総務部長。 

○総務部長 宮平 暢君 人事研修とは認識がちょっ

と違ったんですが、人事評価の研修というのがありま

して、それとは別に職員の研修ですね、人材育成の観

点からはこのデジタルトランスフォーメーションの内

容についても組み込んでいきたいと考えております。 

○議長 玉城 勇君 ４番 石垣大志議員。 

○４番 石垣大志君 ありがとうございます。是非こ

のＤＸ計画を推進していただいて、今後の子供たちの

ためにも今のうちから準備を進めていただけたらとい

うふうに思います。 

 次、 後の３番、複合災害対策でございますけれど

も、やはりコロナの影響によって災害の対策の仕方も

変わってきたと思います。答弁の中で、避難所のソー

シャルディスタンス確保のための仕切りだったり、マ

スク消毒だったりいろいろ変わってきた点があると思

います。是非、この災害対策、本当に想定外のことが

起こると思っておりますので、その辺も適切に対応し

ていただいて、今後の台風だったりとか地震もそうで

すし、大雨だったりとか、そういった災害に耐えられ

るような行政体制、コロナがまた第４波がやってきて

も耐えられる行政体制をつくっていただきたいという

ふうにお願いを申し上げて質問を終わりたいと思いま

すが、今年度退職される方々に感謝を申し上げて終わ

りたいと思います。お疲れさまでございました。あり

がとうございます。終わります。 

○議長 玉城 勇君 お疲れさまです。休憩します。 

休憩（午前10時33分） 

再開（午前10時35分） 

○議長 玉城 勇君 再開します。 

 通告書のとおり順次発言を許します。６番 大城勇

太議員。 

 

〔大城勇太議員 登壇〕 

 

○６番 大城勇太君 おはようございます。まず初め

に、所見を述べさせていただきます。先日一番上の娘

が小学校の卒業式でして参加してまいりました。定例

会中でしたが、町内の小学校の卒業式ということもあ

り、議会は事務調整ということでご配慮していただき

感謝申し上げます。卒業式前日からカメラもしっかり

準備して、入場からしっかりカメラに収めたつもりだっ

たんですが、家に帰ると全くの別の生徒を写していて、

やはりいつもとは違うマスクの入場で、さすがにここ

もコロナの影響があるんだなというふうに感じました。

振り返れば12年前、平成20年12月にうちの子供が生ま

れたんですけれども、出産前のウオーキングから帰っ

たら陣痛が始まって、ついに来たかと。自分の心臓の

鼓動が大きくなったのを今でも覚えています。やはり

いよいよ生まれるかと思うと、まだ正常だった自分の

心は、心は正常でも体は正直で、出発前に顔を洗った

んですけれども、顔を洗った私の手が血まみれで、豚

の出産では正常な私も、さすがに自分のことともなる

とかなり血圧が上がったんだなと思いました。あれか

ら12年、今では反抗しかしない娘に対して、いつかは

言ってやろうかなというふうに思っていますが、あの

ときの鼻血を返してくれと。それでは一般質問に入ら

せていただきます。 

 議長、通告書とは異なりますが、大問１を 後に、

２番、３番から始めたいと思います。それでは大問２

から。２．地方公務員人事評価制度について。（１）、

一問一答でお願いします。本町の地方公務員人事評価
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制度の取り組み状況を伺います。（２）今後取り入れた

場合、どのような効果が期待されるか伺います。お願

いします。 

○議長 玉城 勇君 副町長。 

○副町長 国吉真章君 それでは、質問事項２点目の

人事評価の制度について。（１）についてお答えします。

平成27年度に一般職員において先行的に試行を行い、

翌年の平成28年度から正職員全員の人事評価を実施し

ています。また、今年度からは全ての会計年度任用職

員においても実施しております。 

 （２）についてお答えします。人事評価の効果とし

ては、目標設定によるそれぞれの業務の課題の明確化

と目標達成による課題の解消、面談による上司とのコ

ミュニケーション機会の増加による意思の疎通、上司

のマネジメント能力の向上、職位に応じた求められる

行動の明示による行動実行での人材育成など、様々な

効果があります。今後は勤勉手当等への反映により、

より頑張った職員が評価されることにより、モチベー

ションの向上につながると考えています。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ６番 大城勇太議員。 

○６番 大城勇太君 ご答弁ありがとうございます。

それでは再質問させていただきます。平成26年５月14

日に公布ですね。平成28年４月１日から施行を前提と

して進められている中、地方公務員法の一部改正によ

り、能力及び実績に基づく人事管理の徹底が規定され

ました。能力本位の任用制度の確立、人事評価制度の

導入、分限自由の明確化が求められることになりまし

た。人事評価とは、上司が部下の仕事ぶりを能力や行

動、そして仕事の結果を評価して、優れている点を認

識して、さらに仕事に活用する。また劣っている点や

いけない点は指導して、より仕事をするように仕向け

ていくために行うものであり、管理責任者が当然とし

て行うものというふうにありました。再質問しますが、

平成27年度から取り組んでいるとありましたが、これ

は本格的な導入というふうに捉えてよろしいのか見解

を伺います。 

○議長 玉城 勇君 総務課長。 

○総務課長 新垣圭一君 お答えします。本町のほう

も平成28年４月１日から本格的な導入を行っておりま

す。 

○議長 玉城 勇君 ６番 大城勇太議員。 

○６番 大城勇太君 ある県では、市が勤務評価を

行っていないためにも関わらず、職員に勤勉手当を支

給したことで、普通昇級も含めて違法であると、住民

訴訟があったというふうにありました。平成28年から

全職員の人事評価実施とありましたが、人事評価制度

によって期末手当や勤勉手当にも28年度から反映して

いるかどうか、よろしくお願いします。 

○議長 玉城 勇君 総務課長。 

○総務課長 新垣圭一君 お答えします。処遇反映に

ついてはまだ行われておりません。 

○議長 玉城 勇君 ６番 大城勇太議員。 

○６番 大城勇太君 ありがとうございます。今後は

また反映させる予定があるのかどうかお願いします。 

○議長 玉城 勇君 総務課長。 

○総務課長 新垣圭一君 お答えします。処遇反映に

つきましては、県のほうからもいろいろ指導等があり、

令和３年を目標に計画しておりました。ただ、今年研

修等も計画しておりましたが、コロナの影響があって

早めにやろうとしていたんですが、２月後半にしかで

きなかったということもございます。ですから、今後、

組合のほうともしっかり協議をして、令和４年をめど

に、協議の上、導入に向けて検討していきたいと、対

応していきたいと考えております。 

○議長 玉城 勇君 ６番 大城勇太議員。 

○６番 大城勇太君 ありがとうございます。近隣の

市町村も調べてみたんですが、大体が28年度導入、27

年の公布の28年度導入ですね。近隣でいえば那覇市、

豊見城市、浦添市、南城市の４か所をお聞きしてきた

んですけれども、やはり地方公務員による人事評価で

すが、ほとんどが勤勉手当に反映させるまでに約１年

間の講習期間、１年間の試行期間、それをやって初め

て勤勉手当に反映させているとお聞きしました。もう

来年４月から導入、来年度ですか、するのであれば、

本町もこれに向けて講習会、各市町村で年に約２回の

講習会をしているわけですから、２回目の講習会をし

たり、またそういった試行みたいな、模擬的な導入、

そして面談等も今後は考えているのかどうか、改めて

お願いします。 

○議長 玉城 勇君 総務課長。 

○総務課長 新垣圭一君 お答えいたします。平成28

年の導入から、議員おっしゃるように、面談ですけれ

ども、その面談についても実際取り組んでおります。

研修については先ほど述べましたが、本来は早めにや

ろうとしていたんですけれども、どうしても講師の派

遣がコロナで厳しいということで、ウェブビデオでの

今回は研修となりました。ですから、議員おっしゃる

ように、令和３年度は講習も含め、職員にこの制度の

周知等を徹底していって、精度を高めていきたいと考

えております。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ６番 大城勇太議員。 

○６番 大城勇太君 ありがとうございます。豊見城
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市の人事評価ですけれども、各職員の人事評価シート

というのがありまして、今後の、今期の行動目標、具

体的な取組、改善、改革、チャレンジなど、自分が書

いて提出する。それに基づいて評価時期に、勤勉手当

前だったりその時期があるそうですけれども、自分の

業績評価、そして過程や姿勢だけではなく、結果とし

て達成したかどうかを評価、また、意識姿勢の評価、

業務の結果、業績を問うものではなく頑張りや努力を

評価、そして能力評価、業務を通じて発揮した能力を

評価などがありました。今回、南風原町でもコロナの

影響でなかなかこのウェブビデオでの講習というふう

にありましたので、これからは面接や講習会を通して、

繰り返しておけば評価を通して、職員一人一人に気づ

きを与えて、人材育成につなげることになり、期待さ

れている役割や遂行すべき仕事の内容を明らかにして、

上司や部下の面談にもコミュニケーションなどを通し

て、南風原町をよくしたいという気持ちを持つすばら

しい職員が育つことが期待できると思っています。で

すから、より高い能力を持った公務員の人材育成と、

組織の活性化だけではなく、町民サービスの向上、そ

して安心して暮らせるまちづくりも積極的に取り組ん

でいただけたらと思います。また上司や部下とのコミュ

ニケーション、これが一番結構大事かなというふうに

思いますが、先日、一般質問であった不祥事等も、こ

れを通して報連相、報告・連絡・相談ですね、そういっ

たできる環境をしっかりと整えておけば、早急に不祥

事等も解決できるものだと思っております。これから

本格的導入、勤勉手当に反映していくわけですから、

是非講習等もしっかり行って、職員のほうにも安心し

て納得できる内容で導入していただけたらと思います

ので、是非よろしくお願いします。 

 大きい３番に行きます。文化財遺跡等について。（１）

本町の古くなった御嶽の標識の取替えができないか。

（２）津嘉山小学校正門に巨大なシーサーが寄贈によっ

て設置されている。寄贈者や経緯のプレートを設置で

きないか。（３）クニンドーについて遺跡になった経緯

を伺う。お願いします。 

○議長 玉城 勇君 教育長。 

○教育長 新垣吉紀君 質問事項３点目の（１）につ

いてお答えいたします。基本的に御嶽の管理は各自治

会など所有者となっておりますので、自治会のほうに

促してまいります。町文化財の案内板や標柱について

は、今後調査して対応を検討してまいります。 

 （２）でございます。現時点ではプレートの設置に

ついては検討しておりません。 

 （３）でございます。平成３年度から２年間をかけ

て、町内の埋蔵文化財の分布調査を実施しました。そ

の中でクニンドー毛発掘調査でおよそ13世紀から18世

紀頃の生活の痕跡が確認されたということでございま

す。 

○議長 玉城 勇君 ６番 大城勇太議員。 

○６番 大城勇太君 ありがとうございます。（１）

から再質問させていただきますが、予算等の問題もあ

るかなと思ったけれども、これは自治会各字の管理と

いうふうに答弁でありましたが、この御嶽などの木で

あったり、鉄製でできているやつは南風原町教育委員

会と書かれているんですね。これは教育委員会管轄な

のかなと思いましたが、字が費用を出して、教育委員

会と書いてくれということでよろしいんですか。 

○議長 玉城 勇君 生涯学習文化課長。 

○生涯学習文化課長 島袋 健君 ただいまのご質問

ですが、現在、確かに勇太議員のおっしゃるように、

御嶽のほうには南風原町教育委員会と書かれた標識も

残っているところもございました。これはかなり以前

には、私ども教育委員会のほうで設置させていただい

た分が残っている分かと思われます。 近は、こちら

では設置してございません。以前に設置したものとなっ

ております。 

○議長 玉城 勇君 ６番 大城勇太議員。 

○６番 大城勇太君 案外 近の鉄製のものにも南風

原町教育委員会と書かれていたんですが、これはもう

自治会が設置したということでよろしいですか。字が

設置したということで。 

○議長 玉城 勇君 生涯学習文化課長。 

○生涯学習文化課長 島袋 健君 確かに先日、私も

津嘉山のほうの幾つかの御嶽を確認させていただきま

したが、比較的新しい標識も残っているところもござ

いました。ただ、課内で確認しましたら、新たに設置

したということは確認できませんでしたので、恐らく

字のほうで修復、あるいはそういったふうに設置して

いただいているものかと認識しております。 

○議長 玉城 勇君 ６番 大城勇太議員。 

○６番 大城勇太君 てっきりもう自分は、南風原町

がつくったものかなというふうに思いましたが、何か

町がやったというふうに聞きますがが、改めてご答弁

お願いします。 

○議長 玉城 勇君 教育部長。 

○教育部長 金城郡浩君 具体的にどの辺のことなの

かということもおっしゃっていただけると、こちらの

ほうとしても答えやすいんですけれども、全体的に生

涯学習文化課のほうで、以前に文化財を大切にしましょ

うとか、文化財の位置をきちんとするためにというこ
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とで、こちらのほうで立てているものがございます。

一部については、こちらのほうで修正と補修等も加え

ているものもあると思いますけれども、種類が幾つか

あって文化財指定されているものについては、表示板

であるとか別のものがついていると思いますけれども、

標柱についてだと、大きな御嶽等について、教育委員

会が過去に設置したものがあると思います。今、新し

くなっているということについては、ちょっと認識が

なくて、どれのことを言っているのかが分かりません

で、ちょっと答弁はできませんので、よろしくお願い

します。 

○議長 玉城 勇君 ６番 大城勇太議員。 

○６番 大城勇太君 津嘉山の御嶽、そして拝所、ク

ボー御嶽はほとんど倒れている状況、東の御嶽はほと

んど字が見えない、ただ立っている、木がぼろぼろに

なっている状況なんですけれども、そのほかの文化セ

ンターにある、津嘉山のパンフレットに載っているも

ので、比較的に新しくて、鉄製でできている、これも

写真で載っているんですけれども、これは町が間違い

なくやったというふうに僕は認識していたんですが、

御嶽であれば５か所、拝所合わせたら10か所程度ある

と思うんですけれども、その中に鉄製のやつもあるん

ですね。それは町がやったと思っていたので、このク

ボー御嶽だったり東の御嶽だったりというのは、クボー

御嶽はなかなか大きなものだったと思うので、もう文

化財なのかなというふうに認識していましたが、そう

いったものも取替えはできないということでよろしい

ですか。 

○議長 玉城 勇君 教育部長。 

○教育部長 金城郡浩君 先ほど、教育長の回答でも

あったんですけれども、我々のほうとしても現場を押

さえた、調査をさせていただいて、こちらのほうでど

ういう対応をしたほうがいいのかということで検討さ

せていただきたいと思います。 

○議長 玉城 勇君 ６番 大城勇太議員。 

○６番 大城勇太君 分かりました。ありがとうござ

います。町歩きのコースにもなっていますので、是非

ちょっと見ていただいて、神聖な場所ですので、御願

不足だよと言われないように、しっかりと直していた

だければ、神様もうれしいのかなと思っております。 

 続いて、（２）の質問をさせていただきます。シーサー

なんですけれども、もともとは旧津嘉山公民館、地元

の新垣ツルエさんという方が寄贈したものを、建替え

によって壊さないといけないので、壊すのであればと

いうことで、自分でクレーンも呼んで、津嘉山小学校

に台もつくって、結構20万円近くかかったのかな、そ

ういった経緯をお聞きしました。またこのシーサーの

中には津嘉山小学校、昭和63年生まれの１年生のとき

の方から６年生までのタイムカプセルが埋まっている

んですね。タイムカプセルがあるのであれば、これは

小学校の教育関係になるのかなと思っております。で

すから、教頭先生も一緒につくるのを手伝ったとお聞

きしましたけれども、やはり今、新しく入ってきた小

学１年生の親、父兄だったり、教頭先生もいなくなる

わけですから、このシーサーがどういったふうにここ

に来たのか、そしてなぜここにあるのか。中にはタイ

ムカプセルがあるのかというものを書いておいて、今

後の小学生だったり後世にも残せるような形でプレー

トとして是非残していただきたいなと思うんですけれ

ども、改めて見解をお伺いします。 

○議長 玉城 勇君 学校教育課長。 

○学校教育課長 宮良泰子さん 現時点では、プレー

トの設置は考えておりませんが、今後、学校のほうと

話をして判断してまいりたいと考えております。 

○議長 玉城 勇君 ６番 大城勇太議員。 

○６番 大城勇太君 ありがとうございます。是非、

ご検討のほどよろしくお願いします。 

 （３）の再質問をさせていただきます。クニンドー

遺跡ですけれども、答弁では生活の痕跡が確認された

とありましたが、もともとクニンドーはどういったも

のがあったと考えられておりますか。お願いします。 

○議長 玉城 勇君 生涯学習文化課長。 

○生涯学習文化課長 島袋 健君 クニンドー遺跡の

ほうで見つかったものといたしまして、堀切、土塁等

の遺構というんですか。堀切というのは掘り下げた跡

とか、土塁というのは少し土を積んだ跡等が見つかっ

ていて、あとそれ以外でも遺物として土器とかその他

の皿とか椀のかけら等がこちらのほうで見つかってお

りまして、遺構、遺物、両方が出てきたので生活の痕

跡があったものとして遺跡としているところでござい

ます。 

○議長 玉城 勇君 ６番 大城勇太議員。 

○６番 大城勇太君 これはクニンドー遺跡というふ

うにおっしゃっておりますが、これは遺跡として認め

られている、遺跡としても位置づけられているという

ふうに認識してよろしいですか。 

○議長 玉城 勇君 生涯学習文化課長。 

○生涯学習文化課長 島袋 健君 先ほどのそのとき

の調査で、クニンドー毛あたりを確認しましたところ、

そういった遺構、遺物、過去の生活の痕跡が見つかり

ましたので遺跡と認定しているところでございます。 

○議長 玉城 勇君 教育部長。 
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○教育部長 金城郡浩君 少し表現が曖昧なので、も

う一度追加で答弁させていただきます。遺跡というの

は、基本的に以前に、過去に人間が生活していたと。

クニンドー周辺については、もともと津嘉山の始まり

の村々が点在していたということで、 初の答弁にも

ありましたように12世紀から13世紀、それから調査の

ほうでは13世紀から18世紀頃に人々が住んでいたであ

ろうというふうな遺物が見つかったと。そういうふう

なものが散らばっていたり、土の中に埋まっている部

分について一般的に遺跡というふうな言い方をするも

ので、何かを文化財とかいろんなもので指定するとい

うものではありません。そういった埋まっているもの

の記録、そういったものについてそれは文化財である

というふうな言い方をしているということでございま

す。 

○議長 玉城 勇君 ６番 大城勇太議員。 

○６番 大城勇太君 ありがとうございます。今回質

問のために、平成４年に発掘調査をやってからの様々

な新聞記事ですね、クニンドーの本、公文書館に行っ

て過去のデータ、フィルム、物がなかったのでフィル

ムでしかなかったんですが、そういったものを調べて

きました。やはり首里城ができたのも14世紀、この頃

にできたものですから、実際、14世紀頃と言えばグス

ク時代ですね、グスク時代であれば各方面、例えば石

でつくられた城だったり、豊見城の長嶺グスクでも石

の城跡のような跡があると。しかし、こちらには土の

城があっただろうとされているとしか本にはなかった

んですが、この土のグスクでこれは遺跡とするのか、

今後どういった位置づけにするのか。首里城であれば

史跡になっていると。このクニンドー自体、地権者も

いるわけですから、どういった形で今後この位置づけ

をするのかというのは、もともと地権者の方々からこ

れはどうするのかと、そういったお話もあるわけです

から、例えば仲間グスク跡じゃないかという話もあっ

たり、仲間グスクといえば、やはり豊見城の長嶺グス

クと同じような話、同じ戦いもしたような話ですので、

長嶺グスクは豊見城市の指定で全て買い取って市が管

理していると。であれば、本町もこういった考えが今

後あるのかどうか、見解をお伺いしたいと思います。 

○議長 玉城 勇君 教育部長。 

○教育部長 金城郡浩君 うちのほうの総合計画のほ

うでは、この辺については、森林緑地等の保全という

形でゾーニングをされていると思います。文化財とい

う意味合いだと非常に大きい意味合いになります。先

ほど埋蔵文化財が包含されているだろうという地域と

しては、教育委員会としては考えているわけですけれ

ども、史跡として保存するというふうなところまでの

認識をしているものではございません。我々のほうと

しては、この何らかの形で調査、そういうふうな機会

があれば調査をして、そこから出てくるものを町の学

習であるとか発展であるとかというふうなところで活

用したいということでたびたび試掘という形での調査

はさせていただいているところでございます。 

○議長 玉城 勇君 ６番 大城勇太議員。 

○６番 大城勇太君 600年、700年前の話ですから、

やはり町の財産としては、この当時、もしかしたら土

のグスクじゃないか、北部じゃなくて、奄美大島、北

部だけじゃなく、南部にも存在していただろうという

ふうに新聞記事でもありましたから、やはりこのとき

には様々な反響があって、もしかしたらという形であ

りましたので、是非今後、調査、研究する機会があり

ましたら、是非どういったものがここにはあるのかと

いうのも、今後を残していくために是非やっていただ

けたらと思いますので、よろしくお願いします。３番

はこれで終わって、大きい１番に移りたいと思います。 

 １．本町におけるコロナ対策について。（１）本町は

新聞に接種開始時期は未定とありましたが、見通しが

立つのはいつ頃になるか伺います。（２）コロナワクチ

ンの保存場所は確保できているか伺います。（３）医師

や看護師の確保は今後どのように進めていくか伺いま

す。よろしくお願いします。 

○議長 玉城 勇君 副町長。 

○副町長 国吉真章君 では、質問事項１点目の本町

におけるコロナ対策についての（１）についてお答え

します。県が示すワクチン配分の動向を踏まえ、５月

初旬頃の予定をしております。 

 （２）についてお答えします。確保できております。 

 （３）についてお答えします。現在、南部地区医師

会と調整中であります。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ６番 大城勇太議員。 

○６番 大城勇太君 ご答弁ありがとうございます。

（１）から再質問させていただきます。５月初旬から

接種を始めるとありました。先日も各議員の方々がこ

れに対する質問がありましたけれども、半日240名接種

するとして、１日では480名。町民が２回目の接種を終

わるのはいつ頃を予定していますか。 

○議長 玉城 勇君 国保年金課長。 

○国保年金課長 髙良星一郎君 大城勇太議員の質問

にお答えします。半日240名ですけれども、これは計算

上でして、予約を受け付けて、実際何人になるかはま

だ分かりません。また、医師の確保等がありまして、

午前、午後も１日２回やるというのも調整中で、まだ
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未確定になっています。あと、個別接種につきまして

も今病院等と調整中でして、いつ頃終わるかという見

通しについては、ちょっと……。 終的には令和４年

２月28日に終わらせることになっております。以上で

す。 

○議長 玉城 勇君 ６番 大城勇太議員。 

○６番 大城勇太君 ワクチン接種は集団免疫を期待

するわけで、やはり元の生活に戻るにはまだまだ時間

がかかるわけですが、やっぱり接種率も上げないとい

けないと思っております。本町は、全町民接種に向け

た取組などは考えていますか。 

○議長 玉城 勇君 国保年金課長。 

○国保年金課長 髙良星一郎君 多くの方々に接種し

ていただくように、いろんな媒体を使って周知広報を

していきます。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ６番 大城勇太議員。 

○６番 大城勇太君 ありがとうございます。他県で

は１回接種すると1,000円のクーポン券であったり、そ

の他のポイントやサービス、各施設の割引券、そして

高齢者が接種会場まで使えるタクシークーポン券など、

様々な取組があるようです。接種後の特典を受けるこ

とで集団免疫の獲得とともに、地域経済の活性化にも

つながると思いますが、本町では接種後の特典などの

考えはありますか。 

○議長 玉城 勇君 国保年金課長。 

○国保年金課長 髙良星一郎君 この接種後のポイン

トを付与するとか、特典をあげるとか、現段階では検

討は行っておりません。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ６番 大城勇太議員。 

○６番 大城勇太君 ありがとうございます。第３次

補正予算で地方創生臨時交付金等もありますので、是

非接種したら商品券を配ったりというふうなものをやっ

ていただけたら接種率もかなり上がるのかなというふ

うに思いますので、検討していただけたらというふう

に思います。 

 （２）のコロナワクチンの保存場所ですが、保存場

所はどこになっていますか。 

○議長 玉城 勇君 国保年金課長。 

○国保年金課長 髙良星一郎君 現在、町内３か所に

保存場所を確保しています。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ６番 大城勇太議員。 

○６番 大城勇太君 ３か所、これ場所は聞いても大

丈夫ですか。 

○議長 玉城 勇君 国保年金課長。 

○国保年金課長 髙良星一郎君 お答えします。南風

原町内には３か所のディープフリーザー設置場所がご

ざいまして、ただし、設置場所につきましては、差し

控えさせていただきます。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ６番 大城勇太議員。 

○６番 大城勇太君 ３か所ディープフリーザーがあ

るということで、接種会場は中央公民館になるわけで

すから、ディープフリーザーにするとマイナス60度Ｃ

からマイナス90度Ｃ、このディープフリーザーから解

凍するまでも２段階の解凍とお聞きしています。この

ディープフリーザーも含めて、その設置場所に非常電

源はあるのかお伺いします。 

○議長 玉城 勇君 国保年金課長。 

○国保年金課長 髙良星一郎君 準備してございます。 

○議長 玉城 勇君 ６番 大城勇太議員。 

○６番 大城勇太君 ありがとうございます。沖縄市

ではコロナ接種ワクチンの保存場所にバックアップ電

源、非常用電源ですね、そういったものも調整してい

るとお聞きしたので、本町では非常電源があるという

ふうに答弁がありましたので理解しました。 

 （３）ですけれども、医師や看護師の確保ですが、

現段階で240名打てるかどうかもまだ分からないという、

予約状況によってですね。仮に想定して、半日で240

名、１日で480名打てるとして、１日に何人の医師、看

護師、そしてどのようなブースでやるのか、検討して

いるのかどうかお伺いします。 

○議長 玉城 勇君 国保年金課長。 

○国保年金課長 髙良星一郎君 派遣医師の数により

ましてブースは決まるんですけれども、医師１人、看

護師、もう１人注射器に補充する、１チーム３人なん

ですけれども、これを医師３人体制、３診体制で調整

を行っています。 

○議長 玉城 勇君 ６番 大城勇太議員。 

○６番 大城勇太君 医師、看護師は今どのように募

集を行っていますか。 

○議長 玉城 勇君 国保年金課長。 

○国保年金課長 髙良星一郎君 医師や看護師等の募

集につきましては、地区医師会と調整しております。

以上です。 

○議長 玉城 勇君 ６番 大城勇太議員。 

○６番 大城勇太君 那覇市は、個別接種会場として

現在で約90か所予定しているとありました。本町は、

現時点で協力してくれる、個別接種に協力してくれる

箇所はどのぐらい手が挙がっていますか。 

○議長 玉城 勇君 国保年金課長。 

○国保年金課長 髙良星一郎君 町内の医療機関にア

ンケート調査を行ったところ、現時点では10医療機関

と調整していまして、調整段階になっています。 
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○議長 玉城 勇君 ６番 大城勇太議員。 

○６番 大城勇太君 ありがとうございました。医療

機関や基礎疾患を持っている方は、こういった個別接

種になるかと思いますので、またこの個別接種が始ま

れば、また個別でやっているクリニックだったり病院

だったりというのも、例えば水曜日の午後がお休みだっ

たり、木曜日が休みだったりという、定期的なものが

打てないものですから、例えば南風原町で集団接種を

打つにしても、水曜日、木曜日、もしくは土曜日、日

曜日という形になりますが、毎日打つという計算は、

今のところはないんですか。 

○議長 玉城 勇君 国保年金課長。 

○国保年金課長 髙良星一郎君 医師会との調整によ

るんですけれども、毎日の接種、個別でできる医療機

関がございましたらそれはそれでいいんですけれども、

集団接種につきましては、現在調整中になっています。 

○議長 玉城 勇君 ６番 大城勇太議員。 

○６番 大城勇太君 ありがとうございました。那覇

医師会や地区医師会の話を聞くと、各市町村の職員も

受付や案内、そして問診なども手が必要、マンパワー

が必要になるとお聞きしましたたが、本町もそれは想

定していますか。 

○議長 玉城 勇君 国保年金課長。 

○国保年金課長 髙良星一郎君 お答えします。現在、

接種日につきましては、地区医師会からの派遣医師等

も含めて40人体制で取り組む計画を立てております。

職員の配置につきましても想定しています。 

○議長 玉城 勇君 ６番 大城勇太議員。 

○６番 大城勇太君 ありがとうございます。また沖

縄県の他の市町村ではこれを想定して、集団接種を想

定して、もう既に訓練を何回もやっているということ

をお聞きしました。本町は接種に向けて訓練は行って

いますか。 

○議長 玉城 勇君 国保年金課長。 

○国保年金課長 髙良星一郎君 今後、シミュレー

ションと申しますか、これは行う予定になっておりま

す。 

○議長 玉城 勇君 ６番 大城勇太議員。 

○６番 大城勇太君 那覇医師会もこのアナフィラキ

シーショックを受けて、ボスミン等の医療機器ですね、

バッグ等を用意して対応すると聞きました。やはり本

町も先日ありましたが、接種に向けた訓練、そしてア

ナフィラキシーショックによる対応に向けた講習を職

員にもやるのかどうか。そしてマニュアルづくり、結

局はアナフィラキシーショックが起きたときにどう対

応するのか、救急隊みたいなものも用意するのか、こ

ういったマニュアル作成ですね、それが必要になって

くると思いますが、いかがでしょうか。 

○議長 玉城 勇君 民生部長。 

○民生部長 知念 功君 お答えします。まずは接種

に向けてのシミュレーションとか、訓練といいますか、

シミュレーションについてですが、集団接種を黄金ホー

ルで予定していますので、ちょっと日にちは覚えてい

ませんが、既にこのプロジェクトチームのチーム員で、

実際ホールにパーティションを立てて、そして腰掛け

を並べて、受付、そのときは４診お医者さんが４名と

いう形でのブースをつくって、接種場所という、全部

１回会場を設営して、シミュレーションを行いました。

やはりそれをやっていく中で、保健師はこれまで何年

も保健事業という形で、母子保健事業、健診事業をやっ

てきている、医療、そういった部分での知識を持って

いる保健師のスタッフですので、彼女たちがそこで見

て課題とか、そういったものも全部、もともとインプッ

トされていますから、大方見えていてですね、流れと

かそういった部分は十分大丈夫だということは確認し

ました。やはりそういった医療の専門的知識を持って

いる方が数名いますので、そういった部分ではすごく

私自身安心しました。実際現場を見てですね、そうい

う話を聞きながら。そのアナフィラキシーの部分に関

しても、きちんと向こうは、搬出口がありますね、そ

の一番近くに万が一の場合のブースを設けて、救急隊

の後ろのほうからすぐ来られるとか、そういった部分

も全部シミュレーションしています。そしてマニュア

ルについては、今、県が琉大病院と連携しながらアナ

フィラキシーに対する対応マニュアルを作成中という

ことで我々は情報をいただいていますので、予防接種

が始まるまでには全市町村に配布していただけるのか

なと思っています。それと昨日、課長のほうからも答

弁がありましたように、南部地区医師会のほうでは、

また先生方皆さんにアナフィラキシーに対する講習会

もやるような、そういう予定もあるということも聞い

ておりますので、しっかり体制を整えて、万全な体制

でこの予防接種が実施できるように取り組んでまいり

ます。 

○議長 玉城 勇君 ６番 大城勇太議員。 

○６番 大城勇太君 ありがとうございます。ここま

で本格的にいろいろ考えていただけていることはとて

も安心しました。またこれは注射の問題なんですけれ

ども、中部徳州会病院ではインスリンの注射器で７回

接種を始めたということがありましたが、本町では６

回や７回接種に向けた注射器を使用するのかどうか、

検討がされているのかよろしくお願いします。 
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○議長 玉城 勇君 民生部長。 

○民生部長 知念 功君 そのあたりについては、や

はりワクチンの、現在示されている部分の注射器では

５回分の注射器です。確かに６回できるとか、７回ま

でできるような部分も技術的にはあるという情報も来

てはおりますが、６回分の注射器の確保とか、そういっ

た部分は国が主導を持って取り組んでいきますので、

町単独でインスリンの注射器を使って回数を増やすと

か、そのあたりの検討はしておりません。 

○議長 玉城 勇君 ６番 大城勇太議員。 

○６番 大城勇太君 テレビ報道では各自治体にお任

せして、インスリンの注射器を使うかどうかはお任せ

するというふうな報道もありましたので、もしこれが

確保できるのであれば、より多くの住民により早く打

てるのかなというふうに思いますので、ご検討してい

ただけるのであればよろしくお願いします。またこれ

は５回打ち、一度溶解してしまったら必ず打たないと

いけませんので、こういった中で、余ったもののキャ

ンセル待ち等も検討しているのかよろしくお願いしま

す。 

○議長 玉城 勇君 国保年金課長。 

○国保年金課長 髙良星一郎君 お答えします。私た

ちもワクチンが余るということについては心配してい

る点でございまして、予約を受け付けるときに本人と

の調整でいついつという感じで予約を受け付けるんで

すけれども、キャンセル待ちが出た場合の、仮に希望

する予約日以外にもいついつができますかということ

で、それは予約を受け付けるときに話をして、そういっ

た感じでワクチンの無駄がないような取組をしていく

ことになります。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ６番 大城勇太議員。 

○６番 大城勇太君 ありがとうございます。インフ

ルエンザワクチンでも大丈夫なのかといって、実際に

接種しに行ったら、問診などを受けているうちに心配

になって結局は打たないという人も出てくると。こう

いったものも懸念されているので、是非余りがないよ

うに活用していけたらと思っております。やはりこれ

だけ大がかりになってくるわけですから、感染症対策

は徹底して行っていきたいと思っております。ここで

ちょっと余談ですけれども、南風原町は座波県議のほ

うから連絡があって、誰でも2,500円で受けるＰＣＲ検

査を、南風原町はＰＣＲ検査はやらないと決めました

のでというふうにお断りしたとお聞きしましたが、こ

れは事実でよろしいですか。 

○議長 玉城 勇君 民生部長。 

○民生部長 知念 功君 ＰＣＲ検査をやらないとい

うお断りではなくて、この県議から紹介されたものは

県が行っていますＰＣＲ検査事業で、検査をする検査

機関に対して１件当たり県が8,000円補助するという事

業です。それについては本町としては、現時点ではそ

の事業の導入は考えていないという返事をしました。

理由としましては、令和２年度の事業期間がまず３月

31日までではあるんですが、まず県のほうから市町村

に対しては、何ら文書でのこの事業が始まりますとか、

あるいは事業に対する協力とかですね、一切ございま

せん。これは県のほうも確認しましたところ、県とし

ましては、これはあくまで希望する方々に検査をする

分で、検査機関に対して県が補助するものですと。市

町村に対して、この事業への関与とか、そういった部

分は求めていないということですので、我々としては

この事業に関して、南風原町が取り組むという部分で

は、ちょうど予防接種とかそういった部分で職員も相

当いっぱいいっぱいですので、そういった状況も見て、

県のこの事業に関して町が何かしら関与するという部

分は致しかねますという形でお断りを伝えております。 

○議長 玉城 勇君 ６番 大城勇太議員。 

○６番 大城勇太君 これは那覇を除く40市町村全て

に回っているだけで、南風原町だけがこの説明を聞く

のを断ったという話を聞きました。やはりこのＰＣＲ

検査、これは沖縄県民間ＰＣＲ検査機構という民間の

企業なんですけれども、県が1,600万円の補助金を出し

て、３月だけで約2,000名が受けられるような体制をつ

くったんですが、やはり南風原町でも高齢者施設に１

万5,000円のＰＣＲ検査、今回保育園にも5,500円の半

額補助をやっていくわけですから、これをやっていけ

ば小学校、そして中学校、先生方にもＰＣＲ検査をう

まく回せるんじゃないかなというふうに思っています。

なぜ今回、ＰＣＲ検査を、こういったものをつくった

かというと、那覇にＰＣＲ検査機関は４か所、民間の

ＰＣＲ検査機関は2,000円とかであるんですが、やはり

国頭や北部、そして田舎のお年寄り、１人で行けない

方、足がない方、車がない方、そういった人たちのた

めに各自治体で受けられるように、しかも2,500円で、

各自治体、嘉手納が今回始まるそうですが、補助をす

れば1,000円で受けられると。そういったものをすれば

感染拡大、かなり減るんじゃないかなと思うんですね。

海外では医療施設や高齢者介護施設、行政や学校の生

徒や職員が週に２回受けることを義務づけているんで

す。日本ではまだまだＰＣＲ検査が少な過ぎる。だか

ら積極的にＰＣＲ検査を受ける、それが検査の拡充、

そして感染拡大の芽を摘むために も重要だと私は

思っているんですけれども、改めてこのＰＣＲ検査、
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南風原町は今後どうしていくのか。自治体として取り

組むのか。お年寄りや行けない人たちが各公民館でも

受けられる。これは不活化液を使うわけですから、安

心して看護師や介護士も必要ない、朝一で検査すれば

もう午後には検査結果が分かる。これはもう自分とし

てはやったほうがいいんじゃないかなというふうに思

いますけれども。また、 初に民間のＰＣＲ検査機構

が自治体の担当者にレクチャーしに来るんですね。そ

して不活化液を使って輸送するために安心できるから、

郵便局やクロネコヤマトでも発送できる。しかもこの

発送した代金まで無料でできる。これはもうやるべき

というか、南風原町としての町民に対する姿勢だと思

うんですが、改めて見解を伺います。 

○議長 玉城 勇君 民生部長。 

○民生部長 知念 功君 お答えします。この事業に

つきましては、先ほども申し上げましたように県の事

業でございます。県が検査機関に対して補助を出すと

いう事業でございまして、県からは市町村に対する協

力依頼とかそういった部分は一切ございません。県の

ほうに確認しましたところ、県が持っている情報で、

この事業に対し、この事業で市町村が個人負担となる

部分に関して補助をするという情報は、その県の担当

者は持っていないということも確認しております。近

隣、まだ見てもこの部分の動きはまだないというのが

我々の確認です。ただ、新年度に向けてはどういう動

きが出てくるかは分かりません。ただ、これまで申し

上げていますとおり、県の対策本部のほうでもしっか

りＰＣＲ検査の強化という部分では取り組んできてお

りまして、那覇空港でのＰＣＲ検査の拡充とか、あと

実際我々も今やっていますが、介護施設での介護従事

者へのＰＣＲ検査、これはすぐ２月からずっとやって

おります。今後は保育施設でのＰＣＲ検査、これはき

ちんと県のほうからこういうふうにやります。市町村

協力してやってくださいというふうに、きちんと来る

事業です。そういう形で取り組んでいくと。不特定多

数のこういった部分での検査に関しては、この県の事

業に関しては、我々は現時点では取り組めないという

のが判断です。我々はしっかり町民の健康を守ってい

くという立場で、しっかりこういった部分を今取り組

んでいるところで、この検査に対する拡充の部分では、

県のほうはさらに帰省してくる学生のほうには県が、

通常5,000円とかですけれども、3,000円の学割をして

検査をさせるとかですね。いろいろな県の拡充事業が

出てきています。さらに、内閣府としての取組ですが、

モニタリング調査ということで、東京とか感染が多い

ところでやったりしていますが、沖縄もその対象に入

るということで、今後、１週間に1,000件とか1,500件

とかのモニタリング調査を国がやっていく予定である

ということを我々は県のほうから聞いておりますので、

そういった部分での検査体制の拡充が出てくるかと。

しっかり、予防接種も始まっていきますので、町とし

てはこの県が取り組んでいる民間事業所での補助を使

う事業に対しては、現時点では取り組めないというこ

とでございます。 

○議長 玉城 勇君 休憩します。 

休憩（午前11時29分） 

再開（午前11時29分） 

○議長 玉城 勇君 再開します。６番 大城勇太議

員。 

○６番 大城勇太君 このモニタリング調査も沖縄県

では約30名の50か所という形でやるというふうにお聞

きしました。感染拡大はどこで広がっているかも分か

らない。ＰＣＲ検査自体も感染しているか感染してい

ないかだけではなくて、無症状だったり感染者などが

感染しているということを知るのが一番大事なんです

ね。無症状の人がいるからこそ、また感染拡大に広が

る。症状が出ている人は既に病院へ行ったり、何らか

の処置をしているんです。そういったものをしっかり

とＰＣＲ検査をやってほしいというのが私の本音なん

ですが、先日も知念部長はおっしゃっておりましたけ

れども、コロナ対策本部の役割は感染症予防、拡大防

止、抑制、町民の生命、健康を守り、感染者を 小限

にすることとおっしゃっておりました。やはりこのＰ

ＣＲ検査はどうしても民間だろうが何だろうが、もう

できるものであれば南風原町は率先して、ほかがやっ

ているからやらないじゃなくて、補正してでも何して

でもやるべきことは率先してやるのが感染拡大防止に

なるというふうに僕は思っていますので、これは今か

ら集団接種も始まる。集団接種で役場職員も接種会場

に行かないといけない。500名余りの人たちと関わるの

で、この中に無症状で感染している人もいるかもしれ

ない。職員に対しても受けられる。医療や看護師に対

しても受けさせてあげられる。そういった体制づくり

がこれからは大事だと思うんですよ。是非ですね、こ

れはもう検討して、民間だからではない、国だからで

はない、県だからではない、そういったものではなく

て、是非受けたい人には安易に、安価で受けられる体

制づくりを南風原町としてつくってほしいと思います

ので、やはり県内でもコロナウイルスのリバウンドと

も言われております。知事もこのまま行けば強い対策

を取らなければならない。そういうふうな発言もして

おりました。第４波が来て、また緊急事態宣言が出さ
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れるかも分からない。これは徹底して南風原町は独自

の感染対策を率先して取り組んでいければというふう

に思っています。５月からコロナワクチン接種も始ま

るわけですから、本町の職員も通常業務以外に様々な

苦労をおかけすると思いますが、町民に寄り添った思

いで、是非町民が安心して暮らせるまちづくりをつくっ

ていけたらと思いますので、是非これはＰＣＲ検査の

件も含めて、考えていただけたらと思いますのでよろ

しくお願いします。これで一般質問を終わります。あ

りがとうございます。 

○議長 玉城 勇君 お疲れさまです。休憩します。 

休憩（午前11時32分） 

再開（午前11時41分） 

○議長 玉城 勇君 再開します。 

 通告書のとおり順次発言を許します。５番 金城憲

治議員。 

 

〔金城憲治議員 登壇〕 

 

○５番 金城憲治君 改めましておはようございます。

５番金城憲治よろしくお願いいたします。余談ではあ

りますけれども、先日、選抜甲子園、沖縄県の代表チー

ムが優勝しました。すごくすがすがしくて、すごく気

持ちもよくて、すごく元気をもらえたなと。こういっ

たときに少し不謹慎なのかなという気もしますけれど

も、でもすごく元気をもらいました。とっても、見て

いてすがすがしいなと。応援していてすごく自分のテ

ンションも高くなって、気持ちもよくなって、明日か

ら頑張りたいという気持ちになる、そういった試合だっ

たのかなと思います。是非、本町も先進的な取組をし

て、他の市町村に元気を与えられる。そういった南風

原町を一緒に目指していきたいなと思っていますので、

よろしくお願いいたします。それでは質問のほうに入

りたいと思います。 

 質問１、本町の、ひとり親家庭における支援策につ

いて。（１）本町のひとり親家庭の割合はどの程度か伺

います。（２）本町の離婚件数は年間どの程度か伺いま

す。（３）本町のひとり親家庭への支援策にはどのよう

な支援策があるか伺います。よろしくお願いいたしま

す。 

○議長 玉城 勇君 副町長。 

○副町長 国吉真章君 では、質問事項１、本町のひ

とり親家庭における支援策の（１）についてお答えし

ます。今年の３月現在、児童扶養手当の認定を受けて

いる世帯は、母子世帯が556世帯、父子世帯が55世帯、

養育者世帯が４世帯となっています。 

 （２）についてお答えします。本町の離婚届出状況

は、平成30年89件、令和元年77件、令和２年68件となっ

ています。 

 （３）についてお答えします。児童扶養手当、母子

及び父子家庭等医療費助成、母子父子寡婦福祉資金貸

付、学童保育料の減免、母子家庭等日常生活支援事業

等の支援策があります。また、経済的理由により就学

困難と認められる小中学生の保護者に対し、学校給食

費、学用品費、修学旅行費など就学に係る費用の一部

を援助する就学援助費の支給があります。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ５番 金城憲治議員。 

○５番 金城憲治君 答弁ありがとうございました。

それでは再質問に入りたいと思います。まず、この本

町のひとり親家庭の割合というところなんですけれど

も、過去５年間の推移というのはどのようになってい

ますか。 

○議長 玉城 勇君 こども課長。 

○こども課長 儀間博嗣君 お答えいたします。手元

の資料においては、過去３年間の数字となっておりま

して、先ほど答弁しました令和２年度３月現在におい

ては615世帯でございましたが、過去２年間の８月時点

の数字となっております。令和２年の８月では611世帯、

令和元年の８月時点では601世帯、平成30年の８月時点

では622世帯となっております。 

○議長 玉城 勇君 ５番 金城憲治議員。 

○５番 金城憲治君 ありがとうございます。この統

計から見ると、本町においても児童手当を受けている

母子世帯、父子世帯というのは、年々減少傾向にある

というふうに見られるのかなと思います。県において

も平成27年度の数字にはなるんですけれども、母子家

庭が２万9,894件、父子家庭が4,912件、その父子家庭

の割合からいうと16％ぐらい。本町においては令和３

年３月現在においては、大体10％程度という形になっ

ています。県においても母子父子家庭の世帯数という

のは減少傾向にあるというふうになっています。そう

いった部分でいうと、年々、本町に環境が整備されつ

つあるのかなというふうにも読み取れると思います。 

 それでは（２）のほうに行きたいんですけれども、

離婚率もですね、本町のほうでも過去３年間にはなり

ますが、減少傾向にあるということになっています。

沖縄県ではご存じのとおり全国で離婚率が一番高い県

というふうにいわれておりますけれども、その沖縄県

でも何年かだったら覚えていませんけれども、過去に

比べると大分減少傾向になっているというようなデー

タがあります。ちなみに2019年のデータによると、全

国では離婚率が1.69、県においては2.53というような
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ものがあります。まだまだ離婚率等はすごく高い、と

いうことはまだまだ県においては本町においてもひと

り親家庭、そういったものがまだまだ多いというよう

な認識ができるのではないかなというふうに思ってい

ます。 

 それでは、次（３）のほうに移りたいんですけれど

も、本町のほうにもひとり親家庭への支援策、５つの

支援と、就学援助、そういったものがあるということ

で理解いたしました。やっぱりすごく内容も充実され

ているのかなというふうに思います。そこでお伺いし

たいんですけれども、今回、コロナ禍において、本町

のほうでも第１弾、第２弾とひとり親世帯への支援策

をやっておりました。今国会において、第３次補正が

可決されていますけれども、それに伴う第３弾のそう

いった支援策というものは何か検討されていますでしょ

うか。 

○議長 玉城 勇君 こども課長。 

○こども課長 儀間博嗣君 お答えいたします。今現

在、報道などが先行していた低所得のひとり親世帯に

対する給付金に係る当面の予定ということで、県のほ

うから連絡がございまして、まずはひとり親世帯に対

しての支援策というものが案として示されている状況

でございます。ふたり親に対する支援策というような

情報はまだ来ておりません。このひとり親支援に対し

てもまだ案の段階得ございまして、要綱などがまだ案

ということですので、正式決定な文書を待っていると

ころでございます。本町としては通知に基づいて、支

援策のほうは実施していく方向でございます。 

○議長 玉城 勇君 ５番 金城憲治議員。 

○５番 金城憲治君 ありがとうございます。本町の

ほうでも、是非第３弾、そういった取組の支援策が必

要だと思われますので、是非第３弾、素敵な支援策を

お願いしたいと思います。ひとつちょっとあれなんで

すけれども、このいろんなひとり親家庭の支援策はあ

るんですけれども、 近、面会交流事業というワード

をご存じでしょうか。 

○議長 玉城 勇君 こども課長。 

○こども課長 儀間博嗣君 面会交流事業というのは

耳にして、聞いております。 

○議長 玉城 勇君 ５番 金城憲治議員。 

○５番 金城憲治君 実は、私も本当に 近、この面

会交流というワードを耳にしました。でも、その以前

から大分ある言葉で、なかなか認知されていないとい

うところであるのかなというところがすごくあるのか

なというふうに感じています。この面会交流というと

ころになるんですけれども、一体どういうものなのか、

この面会交流事業ですけれども、主に第三者機関です

ね、そういった支援員がいらっしゃって、中身はお子

さん、片親のお子さんと会うための支援策ということ

になります。沖縄の場合、なかなか親の、これは全国

でも言えることだと思いますけれども、両方の親の都

合で子供に会わせないとか、そういった現状がただあ

るというような状況があると聞いています。そういっ

た方々の支援策として面会交流事業というのがありま

す。その中身ですけれども、付き添い型というのがあっ

て、支援員が一日１時間から３時間程度付き合う形式

ですね。面会の場所は第三者機関がその事務所内であ

れば、どちらか場所を決めていただいて、そこで面会

をすると。付き添い型なので、この片親と子供さんと

付添人が一緒にこの３時間を過ごすという形です。そ

ういった背景にはいろいろな問題があるのかもしれま

せん。あと、この子供の受渡しですね、直接何らかの

事情で、顔も見たくないとか話もしたくない、そういっ

た事情で直接顔を合わしたくない場合、父母に変わっ

てお子様の受渡しをするというような形が、子供の受

渡し型というふうにいわれています。 初の付き添い

型とは異なって、もっぱら受渡しだけで立ち会い、そ

ういったことは一切ありませんよというふうになりま

す。もう一つが、連絡調整型というのがあって、場合

によっては忙しかったりとかそういったのが絡んで、

お互い嫌だったりとか、そういったのもあったりして、

子供のお互いの父母に変わって職員が間に入って連絡

を取りながら、子供を会わせる日程であり、時間であ

り、そういった調整をする。そういった連絡調整型と

いうのもあります。 近、そういったものが全国です

ね、そうした団体、自治体が取り組み始めているとい

う現状があります。そこでお聞きしたいんですけれど

も、例えば本町、もしくは社協とかに、こういった面

会交流を希望される、相談とか、そういったのはあっ

たりしましたでしょうか。 

○議長 玉城 勇君 こども課長。 

○こども課長 儀間博嗣君 お答えいたします。今、

面会交流という言葉のほうは先ほど耳にしましたとい

うことでありましたが、今話した内容の離婚後の各種

問題等についてということを踏まえますと、これまで

本町のほうでも相談などを受け付けて対応しておりま

すし、社協のほうでも対応しております。実際、社協

のほうでいろいろＣＳＷ、あるいは相談窓口のほうで

離婚などに関する件数としても、令和２年度だけにお

いても93件の相談件数がございますので、そういった

形で面会交流の課題なども含めて、養育費なども含め

て相談などはございます。 
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○議長 玉城 勇君 ５番 金城憲治議員。 

○５番 金城憲治君 そういった離婚後の面会交流の

中の養育費、そういった部分の相談、そういったもの

があるということで多少面会交流という部分について

もニーズはあるんじゃないかなというふうに感じては

います。やっぱりどうしてもこの面会交流が一概に子

供にとっていいというわけではないかもしれません。

場合によってはよくないこともあるかもしれません。

ただ、大まかにいうと、やっぱり子供さんの愛情です

かね、離れ離れになっても親にいつでも会える安心感、

片親ではないという安心感、そういったものが子供に

とっての発育、成長にすごくいい影響があるのではな

いかというふうに言われています。やっぱり親の都合

で子供に会わせないとか、そういった環境になると、

子供がすごく一概には言えませんけれども、成長に著

しく影響を与えるというようなことも言われています。

そういった観点からすると、やっぱりこういった面会

交流ってすごく大事なことではないのではないかなと

いうふうに考えています。今現在、国も厚生労働省と

かも親子面会交流についてはすごく支援策とか補助金、

そういったものについて動いているというような状況

があると思います。ちなみに、この面会交流支援事業

を行っている自治体というのをご存じでしょうか。 

○議長 玉城 勇君 こども課長。 

○こども課長 儀間博嗣君 お答えいたします。この

面会交流の事業について、全国的には先進地として明

石市を事例として了知しております。 

○議長 玉城 勇君 ５番 金城憲治議員。 

○５番 金城憲治君 ありがとうございます。一応、

厚労省の令和元年の実績というのがございまして、そ

れによりますと、１都３県６市がそういった補助を受

けたり、そういった事業をやっているというふうになっ

ています。件数的には東京都のほうがすごく件数は多

いんですが、それでもやっぱり１都３県６市の自治体

が取り組んでいるという現状があります。ただ、まだ

まだ少ない、認知が少ないというふうに考えられるの

ではないかなというふうに思います。 

 沖縄県では、先ほど申し上げましたように離婚率は

年々下がってきていますよと。だけど、親が面会交流

の相談件数というのは、家庭裁判所に申し出られた件

数というのは、2008年に統計を取ったときから比べる

と、その当時の約３倍以上の件数の相談が今増えてい

ると。やっぱり離婚率は下がってきてはいるけれども、

逆に親子の面会交流というのを相談件数が増えている。

なかなか会わせてもらえない、そういった現状がある

のではないか。そこら辺は当事者間の問題でもあるの

で、すごく難しい問題でもあるんですが、その親の観

点ではなくて、子供の観点から考えた場合どうなのか

なというところも私たちとしては考えなければいけな

いんじゃないかなというふうに思っています。この相

談件数も増えているということは、見えないニーズが

何かしらあるのではないかなというふうに感じていま

す。子供に会いたい親の会というのがございまして、

女性の方が４割、男性が６割、その中には祖父母の方

もいらっしゃるというふうに聞きました。やっぱり夫

婦間の当事者だけではなく、祖父母の方も孫に会いた

い。そういった気持ちもあるのかもしれないというふ

うに感じています。やっぱりそういったことからする

と、すごく認知度は親子面会交流で低いのかなという

ふうに思っています。ただ、私も 近、耳にしたこと

で。やっぱりこういうことなのかなと。すごく大事な

ことなんじゃないかなと感じた部分もあったので今回

取り上げていますけれども、やっぱりまず、親子面会

交流を知ることから始めたいなと思っております。本

町においても、何かしら職員や関係部署の研修会とか

ミニ勉強会、そういったものが開催できないか、いか

がでしょうか。 

○議長 玉城 勇君 こども課長。 

○こども課長 儀間博嗣君 お答えいたします。今、

離婚を起因とする面会交流なども含めて、我々は相談

があったとき、特に離婚といった問題があったときに

は、やはり子供の立場から一番何が幸せなのか。児童

福祉法で言っていますように、子供の立場から 善の

利益が優先されるということを考えるべきだと思って

おります。そういったことで相談員のほうは対応して

いるものですから、特に面会交流に特化した研修とい

うことではなくて、児童心理とか、あるいは親の不和

によって子供が何かしらの影響を与えている場合の対

応などについてというような観点から研修とかは引き

続き受講しておりますので、今後もこの観点から面会

交流も含めて対応していきたいと考えております。 

○議長 玉城 勇君 ５番 金城憲治議員。 

○５番 金城憲治君 ありがとうございます。いろい

ろと本町の職員の方々も、すごくいろんなことの児童

に関すること、すごく難しい案件がいっぱいあると思

います。そういったことについて、いろんな勉強、研

修、そういったものを受講されているかと思います。

そういったときにこの面会交流ってどういうものなの

か。そういったものも少し触れながら、研修、勉強会

をしていただけたらと思います。あと本町のホームペー

ジに、例えば法務省では親子面会交流とかという形で

やった場合に、リンクするようになっているところも
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あったりすると、離婚後の子供の養育費の支払いと面

会交流の実現に向けてというしおりみたいなものがあ

ります。そこにすごく法務省としては、合意書作成と

いうんですかね、そういったものが重要ですよと。そ

の中には養育費の支払いも関わってくるし、親子面会

交流も変わってきます。そういう取り決めがすごく大

事ですよというのを、これは法務省がまとめているん

ですけれども、本町のホームページでそういったもの

がリンクとしてつけられていなかったのではないかな

というふうに感じています。今後、こういったものを

つけていただけたらなということを希望したいと思い

ます。そして、実は昨日、１階の住民課で離婚届をも

らってきました。離婚するつもりはないんですけれど

も、うちの奥さんはどう思っているか分かりませんが、

私は離婚するつもりはありません。一応もらってきま

した。これによるとですね、離婚後の年金の案分であ

るとかそういったことはいろんなことが記載されてい

ます。ただ、今言ったように、親子交流とかそういっ

たことの案内については詳しく書かれていない。だか

らそういったものにも、離婚をする際に今後、交流と

か養育費の支払いとか、そういったことはすごく大事

ですよというようなチラシとか、そういったものが添

付できればと思っています。実際、離婚届にも親子面

会交流って、この部分ですけれども、欄があるんです

よ。決めていますか決めていませんかという。結局、

やっぱり何というんですかね、皆さんあんまりここは

気にしないと思うんですけれども、ここがすごく大事

なことで、合意がないとまず会えないという現実があ

ります。そこでまず離婚するときに、これは当事者間

の問題だけではなく子供の問題でもあるよと。そういっ

たことは理解できるような何かしらパンフなりチラシ、

ホームページにこういった形のリンク先ですかね、そ

ういったものがつけられないか、いかがでしょうか。 

○議長 玉城 勇君 こども課長。 

○こども課長 儀間博嗣君 お答えいたします。今回、

離婚を予定していない書類だけということですが、本

来、本当に手続をする場合には、そういった離婚に伴

うしおりがあったり、あるいはまたその後、児童扶養

手当の手続、窓口に我々こども課のほうに案内をして

そういったやり取りをしますが、そういったところで

相手の心情を酌み取って、やはり何かしらのこういっ

た、通常の離婚であればよろしいんですが、後々何か

しらの課題を抱えているというようなものが感じ取れ

る場合はそういった県の母子寡婦福祉会のほうへいろ

んなホームページも出ておりますし、しおりのほうも

町のほうでも持っておりますので、そういった形で配

布をしておりますので、またホームページのリンクも

含めて検討していきたいと思います。 

○議長 玉城 勇君 ５番 金城憲治議員。 

○５番 金城憲治君 すごく前向きな回答をいただき

まして、ありがとうございます。是非、この問題につ

いては、まだまだ認知が少ないという現状があると思

います。我々も含めて、共に勉強しながらどういった

ほうが一番いいのか、もしくは何かしら行政として支

援ができることがあるのか、そういったものも今後踏

まえながら、十分、研究、調査そういったものが大事

じゃないかなと思っています。今回、前向きな検討を

いただきまして本当にありがとうございます。これで

終わります。 

○議長 玉城 勇君 お疲れさまです。休憩します。 

休憩（午後０時07分） 

再開（午後０時13分） 

○議長 玉城 勇君 再開します。 

 通告書のとおり順次発言を許します。２番 新垣善

之議員。 

 

〔新垣善之議員 登壇〕 

 

○２番 新垣善之君 それでは一括質問した後に、答

弁いただいた後、再質問をしていきたいと思います。

大問１番、新型コロナウイルスワクチン接種を円滑に。

（１）プロジェクトチームが設置された。４万人の町

民が安全に接種できるようスケジュール・場所・予算

など取組状況を伺う。 

 大問２、小中学校のよりよい学習環境の整備を。（１）

少人数学級を中学３年生まで拡大されるが、施設・設

備・人的配置等どのように取り組むか。（２）北丘小学

校体育館の耐力度調査はどうだったか。今後の展開を

伺う。（３）鳥によるふん尿被害対策をどのように講じ

ているか。（４）グリーンベルトの整備状況はどうなっ

ているか。 

 大問３、よりよい子育て環境の整備を。（１）保育所

待機児童対策や放課後児童クラブなど、子ども・子育

て支援事業計画が計画どおりに推進されているか。 

 大問４、将来のよりよい町の都市・財政を。（１）都

市マスタープランの主な見直しは、どのような点か。

（２）町のデジタルトランスフォーメーション促進は、

どのようなものがあるか。お願いします。 

○議長 玉城 勇君 副町長。 

○副町長 国吉真章君 では、質問事項１点目の新型

コロナウイルスワクチンの接種について。（１）につい

てお答えします。県が示すワクチン配分を踏まえ、集
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団接種は中央公民館において５月初旬頃を予定し、個

別接種も行えるよう医療機関と調整中です。予算につ

いては、国の新型コロナウイルスワクチン接種体制確

保事業補助金及び接種対策費負担金を活用してまいり

ます。 

 質問事項２点目の中学校のよりよい学習環境整備の

（４）についてお答えします。令和２年度は社会資本

整備交付金を活用し、町道７路線にグリーンベルトの

整備を行いました。今後も緊急性、必要性の高い箇所

から交通安全対策特別交付金等を活用し、安全施設を

整備してまいります。 

 質問事項３点目のよりよい子育て環境の整備の（１）

についてお答えします。１歳児に係る待機児童の課題

はありますが、第２期町子ども・子育て支援事業計画

の年次計画に沿って、概ね推進できていると考えてお

ります。 

 質問事項４点目、将来のよりよいまちの都市財政の

（１）についてお答えします。南風原南インターチェ

ンジ周辺、字本部後原付近、字神里の南部東道路付近

については、農業的土地利用から産業系土地利用へ見

直しを検討しております。また、幹線道路沿線におい

ても住居系用途地域の割合が高いため、産業、商業系

への誘導が出来る用途地域への変更を図る方針で検討

をしております。 

 （２）についてお答えします。町のデジタルトラン

スフォーメーションについては、マイナンバーカード

による自治体行政手続きのオンライン化、Ａ１やＲＰ

Ａの活用による住民サービスの向上などが上げられま

す。保育業務でのＡ１やＲＰＡによる業務改善、スマー

トフォンのアプリを活用したスマホ収納サービスの導

入によるキャッシュレス化等、町民の利便性向上、業

務の効率化を図り、更なる行政サービスの向上に取り

組んでおります。以上です。 

○議長 玉城 勇君 教育長。 

○教育長 新垣吉紀君 質問事項２点目の中学校のよ

りよい学習環境の（１）についてお答えいたします。

施設・設備については、少人数学級が行えるよう学校

と調整しながら、町で整備をしております。人的配置

については、県での配置となります。 

 （２）でございます。耐力度調査が終了し、令和３

年３月10日付で県教育委員会より改築に該当する通知

がありました。今後、令和３年度に実施設計を行い、

令和４年度工事着工を計画してまいります。 

 （３）です。南風原中学校においては、ネット張り

等による対策作業を２月11日から23日までに終了して

おります。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ２番 新垣善之議員。 

○２番 新垣善之君 それでは大問１のコロナウイル

スワクチン接種ですが、総務民生委員会でも８名の委

員からいろいろ質疑があったり、やっぱりどのように

して接種体制が取られているのかと。８名なんですけ

れども、たくさんの質問があったり、方向性はどうなっ

ているかということで私たちは安心して委員会を終え

たんですけれども、やっぱり本議会、一般質問があっ

ても各議員の皆さんからワクチンの接種方法について

質問がありました。私、これだけではちょっと面白く

ないなと思って自分なりに分析してきましたが、その

接種の順番について、国、県でガイドラインが定めら

れているのか。これから順番が変えられるのか、それ

は固定されているのかお願いします。 

○議長 玉城 勇君 国保年金課長。 

○国保年金課長 髙良星一郎君 新垣善之議員の質問

にお答えします。接種の順位につきましては、国がガ

イドラインを作成しまして決まっております。以上で

す。 

○議長 玉城 勇君 ２番 新垣善之議員。 

○２番 新垣善之君 接種の順位ですね、先日から６

項目、医療従事者から始まり、その他一般の方々とい

うことであったんですが、じゃあもう変えられないと

いうことで、私のぼやきを聞いてください。これから

教育、教員の皆さんも人事異動で離島へ行ったりして

いきますが、その後、年次的にはオリンピックも開催

されると。経済もどんどん動き始めるので、高齢者か

ら先に接種をするのではなくて、春休みの間で教員は

接種をし、だって16歳未満は接種できないのに、じゃ

あ誰が守っていくの、子供たちはとなったときには、

その従事している教育従事者が先に接種して、子供た

ちの三密を避けた行動を取っていくだったり、保育園、

幼稚園、小学校、中学校、それぞれに従事されている

保育士、従事されている方々から接種順位を上げてい

く。なおかつ子供たちのところ、介護や福祉に従事さ

れている方々も順位を上げていけば、ある程度、我々

生産人口が経済を成り立たせているので、その方々か

ら接種をしたほうが不特定多数の感染、人から人への

感染をよりやっているのは私たちのなので、そこから

まずは食い止めていかないと。高齢者の行動範囲は大

体決まっていると思うんですね。だからまずは我々生

産人口の方々をワクチン接種していったほうがより感

染経路は遮断されていくんじゃないかなと私的には思

います。なので、ワクチンの供給量であったり見通し

が立たない分、地区医師会との連絡調整が日々変わっ

ていく、担当課によっては毎日の調整がいつ町民にワ
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クチン接種の予定を発送したらいいのかとかですね、

日々変わると思うんですね。やっぱり地方によって、

沖縄県の立地条件、海に囲まれているわけですから、

昨日渡嘉敷村長が県に対して、離島推進協の長として、

まずは離島からできないかということでありましたが、

やはり水際でどうにか止めていないと、医療が整って

いない地域では守っていきたいと思うんですよ。離島

から接種を開始する。その後で、水際対策、ＰＣＲを

打ちながら渡航は許可するだったり。先ほど勇太議員

からもＰＣＲありましたけれども、ＰＣＲと言う前に、

まずは皆さん、今三密を避ける状態を頑張っていただ

いているので、なおかつ経済状況も維持しながらやっ

てもらっているので、そこをまずは、私たち動いてい

る生産年齢、日本の人口ピラミッドからしても、高齢

者は確かに多いですが、この中の人たちが先に接種し

たほうが、今後の日本の抱えているスケジュール、オ

リンピック・パラリンピックだったりいろいろあると

思うので、そのほうが変異株に関しては対応しようが

ないですが、それも空港、港でのＰＣＲをしっかりやっ

た上で入国、入島させるという措置をしていかないと、

これは政治判断をやっていったほうが、これも同じ地

域、国が任せるのではなくて、各地方創生でまずはやっ

てみなさいとやったほうが検証できるんじゃないかな

と私は思います。だからまずは医療従事者、介護、福

祉の方々、教育関係者、これは16歳未満は接種できな

いわけですから、というような感じであるんですが、

いかがでしょうか。 

○議長 玉城 勇君 民生部長。 

○民生部長 知念 功君 お答えします。善之議員の

おっしゃっていることもごもっともだと思います。そ

ういう部分、我々もわかります。ただ、この接種順位

については、まず１番目が医療従事者、これは皆さん

周知のとおりでやっぱり医療を提供する側をしっかり

守ってからスタートしていくという部分です。次に65

歳以上の方なんですが、これは感染すると重症化する

リスクがすごく高いということで高齢者を優先にする

というところでございます。ですから、そこは一気に

65歳以上の方は６月中までに終わらせてくれというの

が国のスケジュールです。その後ですね、基礎疾患を

有する方とか介護施設の従事者とか、それから60から

64歳方という部分に関しましては順位づけはされてお

りますが、ワクチンの供給量によっては同時にやって

もいいというのは国からは示されております。ですか

ら、県から配分されるワクチンの供給量を見ながら、

まず65歳以上の高齢者の部分がある程度見通しが出て

きたら、その当たりの案内の仕方とかという部分に関

しては検討していけるものだと思います。ただ、今、

現状としましては、例えば４月５日の週に沖縄県に２

箱配分されて、これは県のほうで宮古島市とうるま市

へ配分すると。そういったところから津堅島とかと出

てきていますが、４月12日の週に10箱とか、このよう

な形でしか今のところまだ配分されていませんので、

そういった中では医療従事者の次は高齢者、感染した

場合のリスクが高いというところで、そこまではその

順でしっかり取り組んでいって、その後はワクチンの

供給量を見ながら検討していきたいと思います。 

○議長 玉城 勇君 ２番 新垣善之議員。 

○２番 新垣善之君 ありがとうございます。厚労省

のデータから見ても、断然に20代の感染者数、その次

に30代、40代、50代と10代ぐらいが大体一緒、70代、

80代。やっぱり若い世代で感染は多いんですが、軽症

と。やっぱり高齢になっていくごとに重篤化、重症化

していくというのがデータとしてありますので、動い

ている、我々が、三密の行動を取ってはいるんですが、

そうですね、どこかでやっぱり接種が終わった段階で

検証だったりいろいろ次の新たな変異株に対応しない

といけない。我々がどう戦略を持ってこれに打ち勝つ

かというのを、また次の段階で取組は、反省は生かせ

ばいいと思うので、まずはそれからやってみましょう。

お願いします。 

 続いて、大問２番の（１）ですね。これが県から中

学３年生まで35人学級ということで示されました。こ

れも議員皆様の陳情を何回も何回も国、県へ送ったこ

とで少しずつ、１人の教員が持てる子供たちの数とい

うのが、ゆとりが持てるということでとてもいいこと

だと思います。今現状、中学校の２、３年生の施設を

増やす状況にあるのか、今のままでいいんだよという

のか、今の現状をお願いします。 

○議長 玉城 勇君 学校教育課長。 

○学校教育課長 宮良泰子さん お答えいたします。

令和３年の４月から少人数学級、中学２年生、３年生

で実施するに当たって、両中学校のほうで、やはり教

室数が足りませんでしたので、今現在４月のスタート

に向けて対応している状況でございます。 

○議長 玉城 勇君 ２番 新垣善之議員。 

○２番 新垣善之君 やはり私も教員を経験してきま

したが、１人で40人、進路指導から添削作業、保護者

と関わったり、進路先と関わったりしていく中で、や

はりこれは本当に現場の負担軽減にとてもいいことだ

と思いますので、これからも施設であったり、施設設

置は町の役割ですので、教育委員会は役割ですので、

そこをしっかり整えてあげる。教員の人的配置に関し
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ても県からとありますので、そこもしっかり定数配置

をしてあげるということもしっかり検討していって、

本当に何だろうな、何でもかんでも教育指導要領に教

えなさい、教えなさいとなってしまって、多分現場の

先生方もいろいろ研修、研修をしないといけない。子

供たちも分からん、分からんで、本当に現場は苦労さ

れているなと実感してきたし、だけどそこをゆっくり

一人一人丁寧に教えてあげるのが設置者としての、ま

た現場としてのゆとりを持った活動だと思いますので、

今後ともいろんな予算だったり、配置だったり、措置

していただけたらなと思いますので、今後ともよろし

くお願いします。 

 続きまして、（２）北丘小学校の体育館の耐力度調査

ということで、これはもう建て替えたほうがいいとい

うことで初日の奈津江議員からもありましたが、やは

りそこが今後、北丘小学校区の人口増なのか、少子化

で減になるのかというところで、だけど町長、南風原

町はやっぱり住みやすい町、不動産に当たってもすぐ

売れたよというぐらい大人気な町で、子育てでも働き

やすさ、いろんな女性が活躍できる場面があるので、

そういったところ住みやすい場所として定住されてい

ます。北丘小学校、今から取り壊し、令和３年度で実

施設計へ持っていくんですが、私の意見としては、プー

ルは５月、６月、７月の３か月ぐらいしか使わないん

ですよ。だからその場所を取っておくよりも、うまい

ぐあいに北丘小学校はプール施設を要した場所があり

ますので、そこをうまく、温水プールでもあるし、年

間を通した年間計画をつくって、そこで児童にプール

指導していく。そうすればその枠が、土地活用もでき

るし、もしくは南風原中学校のように校舎の上にプー

ルを設置する、また体育館、その下に学童であったり

児童館であったりというような、丘陵地ですので伸ば

せない、だから縦にしか伸ばせないという枠組みがあっ

てくるので、そこをうまく設計の段階でもいろんな委

員会があると思いますので、そこで揉んでいただけれ

ば。そこが費用対効果につながるのかな。そこですね。

うまく活用していただければいいのかなと思いますけ

れども、４月からということで、どういった流れになっ

ていくのかというのを少しだけ教えていただければと。 

○議長 玉城 勇君 教育総務課長。 

○教育総務課長 比嘉純子さん 現在、考えているこ

とは、基本設計といいますか、考え方ですね、有効的

に活用できるような内容で取り組んでいけるのにはど

うすればいいかということの検討も兼ねて実施設計に

入って、令和４年には工事ということを計画しており

ます。 

○議長 玉城 勇君 ２番 新垣善之議員。 

○２番 新垣善之君 この予算は文科省からの交付金

が結構大きいんでしょうか。 

○議長 玉城 勇君 教育総務課長。 

○教育総務課長 比嘉純子さん お答えいたします。

交付金の算定割合としまして、沖縄県は10分の7.5でご

ざいます。 

○議長 玉城 勇君 ２番 新垣善之議員。 

○２番 新垣善之君 交付金を活用したよりよい、効

果的な体育館、プールをどうするかということで、そ

の地域に合った建設をしていただけると、より教育環

境が整備されるんじゃないかなと思いますのでよろし

くお願いします。 

 次に（３）鳥によるふん尿被害ですが、今、私、与

那覇に住んでいて通り道で、よくカラス、鳩もいる。

現場の先生方から鳩のふん尿被害がたくさんあるとい

うことで伺って、対策はやられたということで、今日

は３月25日、今現在の状況をお聞かせください。 

○議長 玉城 勇君 教育総務課長。 

○教育総務課長 比嘉純子さん ２月に工事をいたし

まして、鳩が過ごしやすい環境をなくすということで

いろんな対策を取りました。アンティークスパイクと

いって、ベランダのパイプに止まらないように剣山と

かを配置したりとかして、今の現状は鳩のほうはいな

くなっていると聞いております。ふんのほうもないと

いうことでＢ棟のほうですが、ふんの被害はないとい

うことで、窓を開けて勉強ができるということで報告

を受けております。 

○議長 玉城 勇君 ２番 新垣善之議員。 

○２番 新垣善之君 やっぱり鳩も南風原町が住みよ

くてですよ、南風原中学校にいたら、次は南風原小学

校、次はまた翔南小学校、結構住みよいんですね。だ

からそこを、強制はできませんが、コロナ禍でもある

のでふん尿のにおいが、やっぱり教室の中に入ってき

て授業の妨げ、健康被害等々ありますので、そこら辺

もまたいたちごっこにはなるんですが、でも対策はし

ておかないと子供たちの教育環境が整わないので、そ

こをまた注視しながらやっていってほしいなと思いま

す。 

 次に（４）グリーンベルトの整備状況ですが、これ

も令和２年度交付金を活用していろんなところでグ

リーンベルトが見られるようになりました。私がよく

見るのは、保育園児を散歩に連れていくというところ

で、保育士が車が通るたびに、本当に園児をかばいな

がらブロックして通していく姿をよく見ます。でもグ

リーンベルトがあると、園児に対しても緑の色からは
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出ないようにしてねといろいろ指導しやすいというの

かな、そこがあると自動車の通りを減速にもなるし、

ここはこうした道路なんだよという見分けもつくので、

とっても自分はいいんじゃないかなと思っています。

狭い道路であっても、園児だったり高齢者だったり、

車椅子の方であったり、そこを南風原町はいろんなと

ころで整備がされているので、今年度もどこどこやる

予定というのは、今からあるんでしょうか。 

○議長 玉城 勇君 まちづくり振興課長。 

○まちづくり振興課長 仲里 明君 お答えいたしま

す。令和３年度については、善之議員がいつでしたで

しょうか、質問にもありましたけれども、北丘小学校

の裏側というんでしょうか、北丘ハイツの入り口側の

町道235号線、それから津嘉山小学校付近の町道27号線、

29号線において区画線、それから補助標識等の整備を

行っていきます。一応、グリーンベルトについては、

今考えているのがまず優先的に北丘小学校の裏側のほ

うでしょうか、先ほどお話ししましたけれども、北丘

ハイツの入り口側の町道に関して設置をしていきたい

と思っております。 

○議長 玉城 勇君 ２番 新垣善之議員。 

○２番 新垣善之君 やはり、児童のみならず、各幅

広い世代間の通行が歩きやすいように、歩行しやすい

ような環境づくりはとっても重要だと思いますので、

よろしくお願いします。 

 次に大きい３番、保育所待機児童対策ですが、子ど

も・子育て支援事業計画が予定どおり推進されている

かということで、私はされていると思います。この本

民生委員会の中でも現在ハード的な部分でやってきた

と。次は保育士確保のために、保育士１人が担える子

供の枠というのがあるので、そこに対しての給付金と

いうのもこれからやっていくということで、それはい

いことだなと。ハードばかりつくり過ぎると、また次

の少子化でもあるし、どう使っていくかというのも課

題になってくるので、その点、今年からいろんな事業

が、子ども・子育て、待機児童に、計画に対する事業

があると思いますが、次年度はどのような事業を計画

されていますか。 

○議長 玉城 勇君 こども課長。 

○こども課長 儀間博嗣君 お答えします。令和３年

度においては、新たな事業として新規の保育士の方が

保育所に就職された際に、町のほうからこの施設に対

して、その対象保育士に対して就職祝い金というもの

を新たに創設する制度を、予算を提案しております。

また、説明においては増築部分で30名、小規模保育園

の新設で19名、合計49名の定員枠の確保も今予定して

おります。また、県の担当課の課長等も膝詰めで話を

して、広域入所の部分も関わっておりまして、そういっ

た部分でハード面、ソフト面、両方の部分を合わせて

推進していっているところでございます。 

○議長 玉城 勇君 ２番 新垣善之議員。 

○２番 新垣善之君 とてもいいと思います。今、我々

が抱えている問題を少し枠を広げて広域で補える部分

は助けてもらって、そこでお互いにギブ・アンド・テ

イクでやっていければ、また逆の立場になったときに

受入れであったり、少しハードにかける単費の部分と

ソフトの面にかける部分と、そうすれば雇用も増えて

いくわけだし、女性が活躍できる場面もどんどん広がっ

ていく。本当に南風原町は女性が活躍できる、町長が

おっしゃっておりましたけれども、ただ女性を投入す

るのではなくて、その人の能力なんだよということを

新聞か何かで見ましたが、やはりそのとおりで、一人

一人が持っている適材適所に配置し、それがマンパワー

となってすごい南風原町をつくり上げていっているの

で、これからも町財政が隅々まで活躍できるような場

を広げていってほしいと思いますので、待機児童対策、

令和３年度の４月では77人ですが、減少できるように、

でも知り合いでは「ああ、本当に入れてよかった」「私

働けるわ」という声が多いので、そこをもっともっと

広げていけるまちづくりをしていければいいなと思っ

ています。よろしくお願いします。 

 続いて、４番目、将来のよりよい町の都市・財政を

ということで、南風原南インターチェンジと、字本部

後原ですね、まずは南インターのほうですか。あそこ

からまずは広げていって、幹線道路、この県、国が持っ

ている道路とどう接続するか。どう生かしていくかと

いうもので、そこも今、組合と企業側とパートナー協

定を結んで、これからも進んでいくと、もう一歩出て

いる状態ですが、町の役割としては津嘉山地区で区画

整理事業、ここもやってきました。今度は組合が主で

やっていくんですが、やっぱりセカンドオピニオン的

な役割をもっと果たして、町の都市計画のプランに合

致するようなところ、逸脱しないような役割を持って

いないと、ということでもうこれからどんどん話合い

にも入っていくと思うんですが、そういったところを

一緒に入ってやっていってほしいなと思いますが、い

かがですか。 

○議長 玉城 勇君 まちづくり振興課長。 

○まちづくり振興課長 仲里 明君 お答えいたしま

す。議員がおっしゃるとおり、本町といたしましても、

マスタープランの策定に向けて取り組んでいるところ

でございます。それで住民と協調しながら作成するこ
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とになっておりますので、今、現在、中間的な報告を

都市計画審議会のほうでもさせていただきました。今

後、議員の皆さんにも中間的な報告もしまして、より

よい町を目指して、都市計画、方向性、あくまでも方

向性の指針となるものを示していけたらと思っており

ます。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ２番 新垣善之議員。 

○２番 新垣善之君 あと一つ言っておきたいのが、

ＳＤＧｓ、エコ、国が脱炭素化に向けて取り組むとい

うところでどういった展開になるか、まだ今からです

が、そういったところも将来的には地球規模での、い

ろんな幹線道路が交わるところでもありますので、い

ろんな方々が、ああ、南風原はいいところだな。そこ

でいろんな人のつながりができたり、やっていける場

所であってほしいなと思いますので、今後の展開に期

待しています。 

 続いて（２）町のデジタルトランスフォーメーショ

ンですね、ここも去年からゆっくりゆっくりとデジタ

ルのＡＩ・ＲＰＡだったり、いろんな方面で少しずつ

取り組んでもらって、とっても勉強されているなと。

一歩前に踏み込んで、まずはやってみようというもの

が感じられます。私が、例として今まで経験してきた

中でこの役所の手続の難しさというのがあって、これ

は相続が発生したときに、これは各課を回って個人の

整理整頓をしないといけないんですけれども、各課を

回って全部情報収集して、遺産分割協議をして国税庁

に納税、納付したりするんですけれども、それが結構

なボリュームがあって、それをもっとデジタル化し、

フォーメーションでみんなでまとめていければ、もっ

と簡潔でいいなと思うので、例えば死亡届が出されて、

それによって火葬するにしてもＱＲコードだったり、

そこに持っていって、誰々ですよというのをちゃんと

確認を取ったりとか、後は火葬が終わって、お葬式が

終わって、四十九日が終わってゆっくりしたときに、

こういった、例えば住民票であったり、印鑑証明書、

戸籍証明書、土地家屋証明書であったり、いろんな税

務的な国保、後期高齢、いろんなものを取りに行かな

いといけない、整理整頓しないといけないとなったと

きに、そこを 初、死亡証明書を持っていったときに

は多分パニクっていると思うので、まずは落ち着かせ

て、次やるべきことがこうこうありますと、今でも示

されているんですけれども、そこをもっと簡潔化でき

るような取組をフォーメーションつくっていただけれ

ば、もっと簡潔に相続の協議の場であったり、円滑に

次のステップに遂行できるんじゃないかなと思います

ので。あとは納税もできるようになってきたというこ

とで、まだまだ住民が、これはもっと簡素化したほう

がいいねという意見を入れて、デジタルでやっていけ

るともっとサービスが広がるんじゃないかなと思いま

すので、今後、令和３年度で取り組めそうな、今、ス

マホ収納サービスもできましたが、可能性のあるデジ

タル化、デジタル庁が設置されてからいろんな通達で

あったり、ここはこうしていこうねとあると思います

が、何かあれば。 

○議長 玉城 勇君 企画財政課長。 

○企画財政課長 与那嶺秀勝君 善之議員の質問にお

答えします。国のほうで計画を策定して、自治体のほ

うで推進するということで、主な重点な取組なんです

が、自治体の情報システムの標準化と共通化、そして

マイナンバーカードの普及促進、行政手続のオンライ

ン化、ＡＩ・ＲＰＡの利用推進、セキュリティー対策

の徹底、オープンデータの促進等もあります。この国

の推進計画に沿って、本町も全庁挙げて住民サービス

の向上につなげるようにこれからも取り組んでまいり

ます。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ２番 新垣善之議員。 

○２番 新垣善之君 やはり役場、町の管轄だけでは

なくて、県、国を通した縦のスムーズな仕事、業務が

できるように、また住民サービスがそれにもうまく行

けるようなことが今後、もうデジタル化などでやって

いければ、我々日本は逆三角形で高齢人口、超高齢化

社会になっていくわけですので、そこもデジタルで手

が空いた分、窓口の関わりを密にやっていける体制を

つくるであったりとかやっていければもっともっと住

民サービスにつながるのではないかなと思いますので、

今後とも、また令和３年まだまだコロナ禍が続きます

が、一人一人三密を取りながら、町民の皆様も経済活

動が本当に再開できるように、盛り上がっていけるよ

うに、自粛していますが、みんなでワンフォーオール、

オールフォーワンで頑張っていきましょう。以上です。 

○議長 玉城 勇君 お疲れさまです。以上で本日の

日程は、全部終了しました。本日は、これで散会しま

す。お疲れさまでした。 

 

散会（午後０時52分） 

 

 

 

 

 

  




